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基本目標1

安全・安心に暮らせる人にやさしいまち

【安全・安心分野】



基本目標1　安全・安心に暮らせる人にやさしいまち【安全・安心分野】

施策１－１　防災・減災対策の充実

【めざすまちの姿】

H31事業費（千円）
特定財源
一般財源 H31 H32 H33

574

0

574

200

0

200

-

-

-

84,219

77,600

7,119

15,354

15,354

0

9,000

4,500

4,500

1,500

750

750

※地方創生事業･･･「白河市みらい創造総合戦略」（平成27年10月策定）に基づく主要な事業について、総合戦略に掲げる「基本目標」と「具体的な施策」の番号を示している。以下同じ。

建築住宅課

5
防災・地域情報システム構築
事業

本市の防災行政無線については、平成34年11月30日にアナログ電波の使用期
限を迎えることから、防災情報をはじめ地域情報などを発信する280MHｚの周波
帯を利用した同報系無線システムを構築する。

新規

生活防災課6 防災マップ作成事業（追加）
近年多発している自然災害に備えるため、土砂災害警戒区域及び浸水想定区
域並びに避難所などを分かりやすく記載した防災マップを作成し、市民に周知を
図る。

新規

新規

財政課4
庁舎耐震補強・大規模改修
事業

本庁舎の耐震補強及び大規模改修工事を実施する。工事にあたっては、工期短
縮と業務の効率化を図るため、議会、産業部及び建設部を一時的に表郷庁舎な
どへ移転しながら実施する。

生活防災課

継続

　市民一人ひとりが防災・減災に対する知識を身につけ、理解を深めることで、防災意識の高揚が図られるとともに、自
主防災組織等の活動の充実により、平時から災害への備えができている防災力の高い地域社会が実現されています。

No

3
震災対策農業水利施設
整備事業

地震による被災の影響が大きい農業水利施設の耐震性を点検調査するととも
に、地震により施設の損壊のおそれがあるなど必要な耐震性を有していない農
業水利施設の整備を実施することにより災害の未然防止を図る。（H31は「農業
水路等長寿命化・防災減災事業」を実施のためH32より事業継続予定）

7 ブロック塀等改修助成事業
道路沿いにある建築基準法に適合しないブロック塀等の除却・新設及び改修に
ついて費用の一部を助成することで、震災に強いまちづくりを推進する。

生活防災課1 継続総合防災訓練事業
災害を教訓とし、市、防災関係機関、自治会、消防団、市民等が参加し、総合的
な訓練を隔年実施することにより、防災意識の高揚を図る。（隔年実施）

2 自主防災組織育成助成事業 自主防災組織の結成促進及び育成を図るため、設立時の補助金を交付する。 継続 生活防災課

農林整備課

担当課事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分
地方創生

事業

継続



基本目標1　安全・安心に暮らせる人にやさしいまち【安全・安心分野】

施策１－２　消防・救急体制の強化

【めざすまちの姿】

H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

17,633

12,300

5,333

32,868

24,600

8,268

9,350

0

9,350

5,694

0

5,694

担当課No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分

　地域の安全を守る人材の確保や施設の整備により、緊急時に迅速かつ的確に対応できる消防・救急体制が確立する
ことで、地域住民が安心して暮らせる環境が整っています。

継続消防屯所等整備事業
災害時のみならず、平常時から地域に密着した活動を展開している消防団の拠
点である屯所を整備する。

地方創生
事業

2 継続消防車両等整備事業

1

3 継続消防施設整備（消火栓等）事業 水道管の新規敷設に伴い、消火栓の設置にかかる費用を負担する。

生活防災課

生活防災課

消防団活動に必要なポンプ自動車、小型動力ポンプ、積載車の配備を行う。 生活防災課

生活防災課

4 消防団員装備品整備事業
災害現場での安全確保のための装備として、全団員に「耐切創性手袋」を配備す
る。

新規



基本目標1　安全・安心に暮らせる人にやさしいまち【安全・安心分野】

施策１－３　交通安全対策の充実

【めざすまちの姿】

H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

3,079

0

3,079

3,468

0

3,468

9,500

0

9,500

1,095

0

1,095

生活防災課

担当課No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分

1 交通安全啓発事業（４地域）
交通事故の無い安全・安心な地域社会を構築するため、市内小学生による交通
安全鼓笛パレードや交通安全ポスター・標語コンクールを実施し、交通安全に対
する意識の高揚を図る。

　市民一人ひとりの交通安全意識の醸成が図られ、交通ルールを守り、思いやりのある交通マナーを実践しています。
　地域ぐるみによる活発な交通安全活動などが行われ、安全な交通環境が整うことで、子どもや高齢者、障がい者の安
全が確保されています。

地方創生
事業

道路河川課

地域での交通安全活動や交通安全広報活動に従事する交通教育専門員を任命
する。

生活防災課2 継続交通教育専門員事業

3 継続交通安全施設整備事業
市道に計画的に区画線、カーブミラー、ガードレール等を設置し、歩行者及び通
行車両の安全を確保する。

継続

中学一年生に対して、自転車通学における交通事故等から子どもたちを守るた
めのヘルメットを贈呈する。

学校教育課4 継続生徒用ヘルメット贈呈事業



基本目標1　安全・安心に暮らせる人にやさしいまち【安全・安心分野】

施策１－４　防犯・消費生活対策の充実

【めざすまちの姿】

H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

1,080

0

1,080

7,386

7,304

82

　自分たちの地域は自分たちで守るという意識のもと、地域自衛型の防犯活動が行われ、地域社会において犯罪や事
件の起きにくい防犯体制が整っています。
　消費者トラブルに巻きこまれない対策が適切に行われ、日常生活の安心が確保されています。

1 継続無料法律相談事業
多様化・複雑化するトラブルに適切に対応するため、弁護士による無料法律相談
を実施する。相談内容は、相続、夫婦問題、債権・債務、損害賠償問題と多岐に
わたり、市民が抱える不安を解消している。

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分
地方創生
事業

担当課

生活防災課

広範・複雑・高度化している消費者問題を解消するため、「白河市消費生活セン
ター」を開所し、しらかわ地域消費生活相談の広域的対応に関する協定を締結
し、西白河、東白川の住民からの消費生活相談に応じている。また、相談員に
は、より質の高い相談業務が行えるよう研修を受講させる。

生活防災課2 継続消費者行政事業



基本目標1　安全・安心に暮らせる人にやさしいまち【安全・安心分野】

施策１－５　原子力災害対策の推進

【めざすまちの姿】

H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

108,442

108,442

0

56,985

56,985

0

958,365

958,365

0

環境保全課

2 民間宅地除染対策事業
空間放射線量モニタリングを継続的に行うとともに、市民に分かりやすく公表す
る。

1 仮置き場設置事業
除染作業に伴い発生した除去土壌等について、中間貯蔵施設に搬出が完了する
まで仮置場で安全に管理し併せて空間放射線量モニタリングも継続し実施する。

継続

農林整備課

環境保全課

放射性物質対策が必要な「ため池」については、箇所ごとに最適な実施設計を立
て、順次対策工を実施する。H31は6池について対策工及び運搬工を実施する。

　放射性物質による環境汚染への対処が行われ、市内全域が放射線から安全な地域となり、市民が安心して元の生活
を送れています。

No 事業名 事業概要 区分 担当課
3ヵ年の事業計画

継続ため池放射性物質対策事業

地方創生
事業

3

継続



基本目標2

いきいきと健やかで明るい笑顔があふれるまち

【健康・福祉・医療分野】



基本目標２　いきいきと健やかで明るい笑顔があふれるまち【健康・福祉・医療分野】

施策 ２－１　健康づくり・健康管理の推進

【めざすまちの姿】

H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

4,915

4,915

0

3,177

3,177

177,366

2,483

174,833

1,400

125

1,275

55

0

55

200

0

200

979

504

475

健康増進課

健康増進課

7 へる塩プロジェクト事業
高血圧予防講演会や減塩教室の開催、へる塩健康応援店の普及を図る。また、
特定健診で血圧高値の方や3歳児健診対象の親子及び小学６年生に対し尿検査
による塩分測定を実施し減塩についての啓発を行う。

継続

6 スリムアッププロジェクト事業
18歳から74歳でBMI24以上の方を対象に３ヵ月で３Kｇ以上の減量を支援する。ま
た、希望者には、個人に合った運動や栄養指導を実施する。

継続

幼児期から小・中学生においてフッ化物を活用し歯質の強化を図りむし歯を予防
する。3歳児までは、フッ化物歯面塗布、4歳以上の幼稚園・保育園の園児、小学
校の児童並びに中学校の生徒に、フッ化物洗口を実施する。フッ化物洗口事業
を実施していない学校にも拡大する。さらに、むし歯有病率が高くなる年中・年長
児のいる幼稚園・保育園等に歯科衛生士を派遣し６歳臼歯の大切さについて普
及を図る。

継続 Ⅱ(2) こども支援課

5 禁煙応援プロジェクト事業
個別面接を行いながら3か月間の禁煙を支援する。また、禁煙実施施設の認定、
禁煙ステッカーの交付、禁煙に取組む施設の公表を行うことで市民の受動喫煙
防止を推進する。

担当課区分

継続

健康増進課

継続 健康増進課

健康増進課

健康増進課

地方創生
事業

定期接種及び定期外である「おたふくかぜ」、「ロタウイルス」及び「妊娠希望者等
の風しん」のワクチン接種等を実施し、費用負担の軽減と子育てしやすい環境づ
くりを図る。また、風しん抗体検査及び予防接種の対象者を抗体保有率の低い３
０～５０代男性に拡大する。

拡充 Ⅱ(2)

内部被ばく検査事業

平成３０年度まで西白河郡５市町村で白河厚生総合病院内に設置したホールボ
ディカウンターにより検査を実施し、市民の健康不安の軽減と健康管理を行って
きたが平成３１年1月から県保有の検査車両が県南地域に常駐し検査を行ってい
るため、白河厚生病院内の検査機器を撤去する。

中学生以下の希望者にガラスバッジ外部被ばく積算線量計を配布し、一人ひとり
の生活実態に即した線量を把握することで、健康不安の軽減と健康管理に反映
させる。実施回数を1回とする。

継続

　市民が健康づくりと疾病予防に関心を持ち、自主的な健康増進活動が活発化されることで、健康で生きがいを持ち自
立した生活が送られるとともに、あらゆる世代の健やかな暮らしを支える良好な社会環境の構築により、健康寿命が伸
びています。

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

2

3

4
歯科保健事業

1 外部被ばく検査事業

予防接種事業



H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

担当課区分
地方創生

事業
No 事業名 事業概要

3ヵ年の事業計画

2,054

0

2,054

4,254

4,254

0

63,199

63,174

25

2,730

2,200

530

6,623

2,918

3,705

1,836

1,200

636

140

70

70

※地方創生事業･･･「白河市みらい創造総合戦略」（平成27年10月策定）に基づく主要な事業について、総合戦略に掲げる「基本目標」と「具体的な施策」の番号を示している。以下同じ。

国保年金課

11
国民健康保険医療費適正化事
業

重複頻回受診者を訪問し、病状や受診状況を確認し、適切な医療受診や健康管
理を指導する。また、ジェネリック医薬品使用差額通知書の送付や啓発を行い、
同薬品使用率の向上を図る。

こども支援課12 すこやか相談・発達支援事業

保育園・幼稚園の４歳児を対象に「すこやか相談会」を実施し、保護者の子育て
に関する悩みや心配事に応じるとともに、相談会後のフォローアップに努め継続
的な支援を行う。併せて、保育園・幼稚園の保育力向上も図る。さらに、発達の遅
れの可能性がある乳幼児を対象に、発達支援教室の開催（一部委託）や医師に
よる発達相談会、保育園・幼稚園の巡回相談を実施して育児不安を軽減し健や
かな発達支援の充実を図る。

継続 Ⅱ(2)

継続 国保年金課

10 特定健康診査事業

生活習慣病の予防及び重症化を防止することにより健康寿命を延ばし、医療費
適正化につなげるため本事業を実施しているが、平成２６年度から「心電図検
査」、「眼底検査」、「貧血検査」を加え検査項目を充実させ、平成３０年度からは
特定健診の自己負担を無償化するなど受診率向上を図っている。

健康増進課
国保年金課

8 いきいき健康マイレージ事業
様々な健康づくりメニューを実践した方にポイントを付与し、貯まったポイントに応
じて、施設利用券や図書カードと交換し、健康づくりに無関心層の関心を高め、参
加者を増やすと共に健康づくりへの意欲を醸成し健康寿命の延伸を目指す。

継続 健康増進課

9

継続

特定保健指導・重症化予防事
業

特定健診結果から保健指導や医療機関の受診が必要となった方に対して、医療
機関と連携を図りながら適切な受診や生活習慣の改善を支援し、糖尿病性腎症
重症化予防など各種重症化予防に取組む。

継続

健康増進課13
歩行年齢若返りプロジェクト事
業

民間企業とタイアップして、歩行力の測定や歩行計を使い一人ひとりの歩行力の
解析や正しい歩き方の指導を行い、日々楽しく歩くことで、健康意識の向上と効
果的な運動習慣の定着を図る。さらに、参加者数を140人に拡大する。

拡充

健康増進課14 骨髄移植ドナー支援事業
骨髄等提供のために仕事を休むなど、骨髄等の提供を行った者（ドナー）の経済
的な負担を軽減するため、ドナーに対して支援を行い、骨髄等の移植の推進及
びドナー希望登録者の増加を図る。

新規



基本目標２　いきいきと健やかで明るい笑顔があふれるまち【健康・福祉・医療分野】

施策 ２－２　医療体制の充実

【めざすまちの姿】

H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

2,794

0

2,794

1,053

0

1,053

2,248

393

1,855

9,433

0

9,433

20,100

0

20,100

3,032

0

3,032

786

0

786

1,161

0

1,161

健康増進課8 医療人材確保支援事業
白河地域の看護師不足に対応するために、白河医師会白河准看護学院の安定
的な運営を支援する。

継続

Ⅱ(2)

健康増進課3 小児平日夜間救急医療事業
子どもの健康を守り、安心して子育てができる環境の向上に資するため、夜間に
おける小児初期救急医療体制の整備充実を図る。

継続 Ⅱ(2)

健康増進課

1 在宅当番医制事業 休日における初期救急医療体制の確保を図る。 継続 Ⅱ(2) 健康増進課

7
みんなが安心できる地域医療づ
くり事業

市民の適正な医療機関の受診方法について啓発を行う。また、医学部生を対象
に地域医療体験研修j事業を実施し、将来の医師確保に向けての布石とする。

継続

健康増進課

4 病院群輪番制事業 休日・夜間に入院治療を要する重症患者に対し、二次救急医療の確保を図る。

地方創生
事業

担当課

5 救急医療体制強化支援事業
救急搬送を受け入れている二次救急医療機関に対し、本市及び西白河郡内町
村で医師の確保を支援し、救急搬送の応需 受率向上を図り、救急医療体制を強
化する。

継続 健康増進課

区分

継続 健康増進課

2 休日歯科診療事業 休日における歯科診療体制の確保を図る。 継続

　市民一人ひとりが「かかりつけ医」を持ち、身近な地域で適切な医療を受けられています。
　休日や夜間の急病に対して、誰もが安心して医療を受けられる体制が整っています。
　国の制度等の変更や社会経済情勢の変化に柔軟に対応した国民健康保険制度の健全な運営が図られています。

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

6 健康増進課脳外科診療体制維持確保事業 24時間365日切れ目のない医療を提供するため、脳外科診療体制を支援する。 継続



H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

地方創生
事業

担当課区分No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

7,010

0

7,010

健康増進課9 医療機関新規開業支援事業
安心して暮らせる医療体制を確保するため、不足する小児科又は在宅療養支援
診療所を新たに市内で開業する医師に対して奨励金を支給する。 継続

Ⅱ(2)



基本目標２　いきいきと健やかで明るい笑顔があふれるまち【健康・福祉・医療分野】

施策 ２－３　子育て支援の推進

【めざすまちの姿】

H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

12,498

8,332

4,166

-

-

-

2,283

1,522

761

2,072

2,042

30

11,779

11,779

0

480

0

480

1,689

761

928

地方創生
事業

担当課

1 地域子育て支援拠点事業
乳幼児とその保護者が気軽に集い、語り合い、交流する場を設け、必要に応じて
育児相談や子育て情報の提供を行うことにより、子育てを支援する。

拡充 Ⅱ(2)
こども支援課

　子どもと保護者の保育ニーズに合わせたきめ細やかなサービスを提供することにより、子育てに対する不安も減り、子
どもは伸び伸びと心身とも健やかに成長しています。
　子育てに伴う経済的負担の軽減を含めた総合的な支援策を充実・拡充することにより、子どもを安心して産み、子育て
しやすいまちが形成されています。

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分

3
ファミリーサポートセンター
委託事務

子育てを手伝って欲しい人と子育てを手伝ってあげたい人が会員となり、子ども
の一時的な預かりや保育園・幼稚園等への送迎などの子育てを支え合う事業を
支援する。

継続 Ⅱ(2) こども支援課

2
子育て支援ガイドブック
作成事務

妊娠・出産・育児・子育て支援に関する情報を一元化し、行政サービスや各種手
当、相談窓口などをわかりやすく情報提供するとともに、広く市民に周知すること
で、出産や育児など、子育てに対する不安の軽減を図る。

継続 Ⅱ(2)
こども支援課

5 保育元気アップ緊急支援事業
保護者の放射性物質への不安や児童の運動不足が生じていることに対して、保
護者への相談事業や児童の運動量の確保、外遊びなどの自然と触れ合う機会
の増加を図る。

継続 Ⅱ(2) こども育成課

4
家庭訪問型子育て支援
（ホームスタート）事業

未就学児を持つ引きこもりがちな親を対象に、地域の子育て経験者が定期的に
家庭を訪問し、地域社会との関わりを手助けし、孤立化や児童虐待の未然防止
につなげる活動を支援する。

継続 Ⅱ(2) こども支援課

7 母子健康支援事業

妊娠、出産、育児に関する正しい知識の普及と、育児不安を軽減し、子育て支援
の充実を図るため、母子手帳交付時に保健指導やハイリスク妊婦ケアプランを作
成し、継続支援を要する母子支援の広場、パパ・ママ講座、子育て教室、離乳食
相談会を開催し支援する。

継続 Ⅱ(2) こども支援課

6 子育てサロン推進事業
子育てを楽しめる環境づくりを促進するため、未就学児及びその保護者が気軽に
集い交流し、仲間づくりを行う場を運営する団体に対し、その費用の一部を助成
する。

継続 Ⅱ(2) こども支援課



H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

地方創生
事業

担当課No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分

145

0

145

13,427

13,302

125

138,911

106,595

32,316

291,793

151,535

140,258

3,330

1,710

1,620

5,000

0

5,000

55,048

1,000

54,048

500

0

500

1,145

0

1,145

583

291

292

9 保育園給食検査体制整備事業
市内の公立・私立保育園に放射能測定システムを整備、検査員を配置し、食材
等を検査することにより、保育園給食の安全・安心を確保する。

継続 Ⅱ(2) こども育成課

8 子育て支援アプリ活用事業
市の子育て支援の取組みや地域子育て支援拠点、遊び場等の情報をスマート
フォン向けの子育て支援アプリを活用して迅速に分かりやすく発信し、情報提供
を行う。

継続 Ⅱ(2) こども支援課

11 こども医療費助成事業
児童の健全な育成と更なる福祉の増進を図るため、出生から18歳までの入院・
外来に係る医療費の保険診療分一部負担金を助成する。

継続 Ⅱ(2) こども支援課

10 放課後児童クラブ運営事業
保護者の就労等の理由により放課後留守家庭になる児童に遊びと生活の場を
提供し、健全育成を図る。

継続 Ⅱ(2) こども育成課

13 特定不妊治療費用助成事業
子どもを希望しながらも恵まれない夫婦へ特定不妊治療及び男性不妊治療の治
療費の一部を助成する。 継続 Ⅱ(2) こども支援課

12 母子訪問指導事業

妊産婦・乳幼児の家庭訪問を実施し保健指導を行い、健やかな子育てを支援す
る。生後4ヶ月までの乳児のいる家庭を全戸訪問するこんにちは赤ちゃん訪問事
業、養育支援が必要な家庭を訪問する養育支援訪問事業と一体的に事業を実
施する。

継続 Ⅱ(2) こども支援課

15 「ふれあいの場」創出事業
少子化問題への解決策として、県南地域の独身男性を対象に県南９市町村で連
携し、結婚支援事業を行う。「世話やき人」の発掘、育成及び企業間婚活支援な
ど、今までの事業をさらに進めた事業展開を行う。

継続 Ⅱ(1) 生活防災課

14 妊産婦健康診査事業

妊婦一般健康診査費用15回分の助成を継続して実施する。また、産後1ヶ月の健
診に産後うつ質問票を追加して実施することにより、出産後の身体的・精神的な
不安を解消し、母子ともに安心できる環境を整え、産後の初期段階における母子
に対する支援を強化し、妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援体制を
整備する。

継続 Ⅱ(2) こども支援課

17 産後ケア事業
若年夫婦や生活体験の未熟等により育児の知識や技術が不足している産婦に
対し、宿泊ケア・日帰りケアを提供することにより自信を持って育児が行えるよう
に支援し、子供を産み育てられる環境づくりの一助とする。

継続 Ⅱ(2) こども支援課

16 新生児聴覚検査事業
聴覚障害による音声言語発達等への影響が最小限に抑えられるよう、早期発
見・早期療育を図るために新生児聴覚検査を実施する。検査に係る費用につい
て一部公費負担を行い、受診者の経済的負担の軽減を図る。

継続 Ⅱ(2) こども支援課



H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

地方創生
事業

担当課No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分

6,204

925

5,279

16,815

16,793

22

235,070

235,060

10

61,402

61,325

77

30,359

30,339

20

1,200

1,200

0

2,650

1,328

1,322

5,047

0

5,047

87,118

2,384

84,734

26,386

0

26,386

19 病児保育事業
保護者の育児への負担軽減を図るため、病気の治療中または回復期にあり、保
育園や家庭での保育が困難な子どもを一時的に預かる病時保育施設を平成31
年4月より運営する。

新規 Ⅱ(2) こども育成課

18 乳幼児健康診査事業

4か月児・１歳児・１歳６か月児・２歳児・３歳児を対象に発達の節目で健診を行
う。発達支援や虐待予防に重点を置いた問診・指導を行なうとともに、歯科指導・
栄養指導などの内容を充実させる。１歳児・１歳６か月児・２歳児・３歳児を対象
に、健診と同時にフッ化物歯面塗布を行う。

継続 Ⅱ(2) こども支援課

21
待機児童対策事業
（認定こども園熊田学園
施設整備）

学校法人熊田学園（須賀川市）が実施する幼保連携型施設（認定こども園）の新
設に対して、建設費の一部（保育園施設整備分）を補助する。（31年度は30%）

新規 Ⅱ(2) こども育成課

20
待機児童対策事業
（白河保育園施設整備）

保育施設の待機児童を解消するため、白河保育園（事業主体：白河市社会福祉
協議会）の移転改築（定員60人⇒120人）に対し、事業費の一部を補助する。
※2か年（H30～H31）事業

継続 Ⅱ(2) こども育成課

24
ひとり親家庭ジョブサポート
事業

ひとり親家庭の親に対して、生活の安定と自立のために寄り添う「就業支援専門
員」を配置し、就業支援体制を確保する。

継続 Ⅱ(2) こども支援課

23 子どもの居場所づくり支援事業
ひとり親家庭を含む高校生以下の子どもを対象に、子どもが集まる居場所をつく
り、悩み相談、基本的な生活習慣の習得支援、学習支援及び食事の提供等を行
うことで、子どもの生活向上を図る。

継続 Ⅱ(2) こども支援課

26 就学援助事業
就学困難と認められる児童生徒の保護者に対して、学用品費や給食費など必要
となる経費の援助を行う。

継続 Ⅱ(2) 学校教育課

25
ひとり親家庭キャリアアップ
応援貸付事業

資格取得のために養成機関で修業中のひとり親家庭の親に対して、生活費月5
万円（子どもの人数による加算有り）を貸し付けるとともに、修業終了後、一定の
条件を満たした場合にはその返還を免除し、経済的自立を支援する。

継続 Ⅱ(2) こども支援課

22 認定こども園整備事業
学校法人熊田学園（須賀川市）が実施する幼保連携型施設（認定こども園）の新
設に対して、事業費の一部（幼稚園施設整備分）を補助する。（31年度は30%）

新規 Ⅱ(2) こども育成課

27 多子世帯給食費負担軽減事業
子育てしやすい環境を充実させるため、18歳以下の兄弟姉妹のうち、義務教育を
受けている第3子以降の児童生徒を対象に学校給食費を全額助成する。

新規 Ⅱ(2) 健康給食推進室



H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

地方創生
事業

担当課No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分

1,066

707

359

4,500

0

4,500

3,300

0

3,300

15,395

12,930

2,465

29,284

0

29,284

37,723

0

37,723

3,300

1,650

1,650

2,000

0

2,000

21,549

21,500

49

30 保育士確保対策事業

民間保育園等の保育士不足に対応するため、人材派遣会社の紹介により保育
士を採用する際の紹介料に相当する額を補助する。また、保育園、認定こども園
の増築・新築を行い、開園準備のため、事前に保育士を確保した場合に賃金の
一部を補助する。

継続 Ⅱ(2) こども育成課

29
第2期白河市子ども
・子育て計画策定事業

現在の白河市子ども・子育て計画は平成26年度に策定し、計画期間を平成27年
度から平成31年度までの5年間としている。平成30年度に実施した次期計画策定
に係るニーズ調査を踏まえ、平成31年度に次期計画を策定する。

継続 Ⅱ(2) こども支援課

28
子育て世代包括支援センター
事業

妊娠期から子育て期にわたり切れ目ない支援を実施するため、相談機能の充
実・関係機関との連携強化を図り、育児不安の解消、虐待予防に努め、健やかな
子育てを支援する。

継続 Ⅱ(2) こども支援課

34
白河市新婚生活スタート
応援事業

若年・低所得の新婚世帯に対して、結婚に伴う新生活のスタートアップに係る経
費（住居の購入費、家賃、引越費用等）を補助し、定住促進及び少子化対策の支
援を図る。

新規
Ⅱ(２)
Ⅲ(２)

建築住宅課

32
白河っ子すくすく赤ちゃん
クーポン券支給事業

未来を担う子どもの健やかな成長を願い、経済的負担を軽減（おむつ、おしりふ
き、ゴミ袋等と交換できる3万円分のクーポン券を0歳児と1歳児に交付）すること
で、安心して子育てができる環境を整備する。

拡充 Ⅱ(2) こども支援課

33
子どもに係る国民健康保険税
の減免事業

子育て世代の負担軽減を図るため、子ども（18歳以下）に係る国民健康保険税均
等割を全額免除する。

新規 Ⅱ(2) 国保年金課

36 ひがし保育園建設事業

ひがし保育園（昭和60年度建築）の建築場所が池の埋め立て地であるために地
盤沈下により建物に歪みが生じ、適切な保育環境を確保することが困難な状況
であることから、、隣接する幼稚園預かり保育施設を解体し保育園と預かり保育
施設を移転改築（定員55名→60名）する。平成33年1月の開園を目指して実施す
る。

新規 Ⅱ(2) こども育成課

35 友好都市観光婚活事業

友好都市との交流を深める事業の一環として、戸田市の独身女性を招待し観光
婚活ツアーを実施することで、当市の魅力である自然や歴史・文化の体験を通し
て交流の促進を図るものである。
　加えて、当市の独身男性が戸田市の女性をエスコートすることで、男女の活発
な交流の中に出逢いの機会を創出し、結婚願望のある若者の一助となるよう支
援する。その結果、結婚支援や少子化対策など、これからの地方都市の課題解
決に向けたパートナーとして、これまで以上に友好都市としての連携を図る。

継続 Ⅱ(1) 生活防災課

31
人材確保・組織体制強化事業
（保育体制・保育補助者
雇上強化事業）

保育の受け皿拡大に必要となる保育人材の確保及び保育士の負担軽減を図る
ため、保育支援者及び保育補助者の雇用に必要な経費の一部を補助する。

拡充 Ⅱ(2) こども育成課



基本目標２　いきいきと健やかで明るい笑顔があふれるまち【健康・福祉・医療分野】

施策 ２－４　高齢者福祉の推進

【めざすまちの姿】

H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

17,025

17,025

0

2,561

754

1,807

1,420

133

1,287

350

350

0

1,112

0

1,112

6,366

0

6,366

509

0

509

557

0

557

地方創生
事業

担当課

　高齢社会に対応した介護・保健福祉・生きがいづくりなどの各種取組みを計画的に進めることで、高齢者を含めたすべ
ての市民が個人の尊厳を保持しながら、住み慣れた地域で心身ともに健やかに暮らしています。

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分

2
白河市老人クラブ連合会
運営事業

高齢者の生きがいづくりのための多様な社会活動支援として、白河市老人クラブ
連合会への助成を通じて単位老人クラブの運営費を助成する。

継続 高齢福祉課

1
要介護高齢者介護激励金
給付事業

要介護３・４・５の認定を受けた６５歳以上の高齢者を在宅で介護している方に対
し、毎年激励金を支給する。

継続 高齢福祉課

4 老人クラブ友愛訪問事業
老人クラブが行う一人暮らし高齢者及び寝たきり高齢者等に対する訪問による安
否確認活動の経費を愛の基金を活用し助成する。

継続 高齢福祉課

3 老人クラブ活動特別事業
老人クラブ連合会が各地域において工夫を凝らして行う事業に要する経費及び
連合会の運営費を助成する。

継続 高齢福祉課

6 緊急通報システム事業
６５歳以上の一人暮らしの方や６５歳以上の寝たきり又は認知症の高齢者を抱え
る高齢者世帯等を対象に、急病や事故等の緊急時に通報できるペンダント式の
緊急通報装置を貸与する。

継続 高齢福祉課

5
車イス同乗軽自動車貸出事業
（４地域）

自力歩行が困難な高齢者や障がい者の通院等の外出用として、車椅子同乗軽
自動車や昇降シート付軽自動車を貸出す。

継続 高齢福祉課

7 寝具乾燥業務委託事業
６５歳以上の一人暮らしの方や要介護３・４・５の認定を受けた６５歳以上の寝た
きりの方を対象に、月に１回、寝具類の丸洗い・乾燥を行う。

継続 高齢福祉課

8
要介護高齢者巡回理・美容券
交付事業

要介護４・５の認定を受けた６５歳以上の在宅の方を対象に、家庭で理・美容師に
散髪してもらう際に使用できる助成券（１回２，５００円）を年間５枚交付する。

継続 高齢福祉課



H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

地方創生
事業

担当課No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分

3,174

3,075

99

3,000

1,050

1,950

6,427

4,143

2,284

1,370

884

486

9,124

5,277

3,847

3,117

1,800

1,317

3,766

2,175

1,591

4,079

2,355

1,724

80,926

46,735

34,191

110

63

47

10 高齢者等住宅改修助成事業
要支援・要介護認定を受けていない６５歳以上の方を対象に、転倒防止等のため
に行う自宅改修に要する経費の一部を助成する。

継続 高齢福祉課

9
はり、きゅう、マッサージ等
施術費助成事業

７０歳以上の方または身体障害者手帳１級・２級の交付を受けている６５歳以上
の方を対象に、はり・きゅう・マッサージの施術を受ける際に使用できる助成券（１
回１，０００円）を年間６枚交付する。

継続 高齢福祉課

12
介護支援いきいき長寿ポイント
事業
（介護保険特別会計）

高齢者が登録施設で行った介護支援活動に対して換金可能なポイントを付与し、
高齢者の外出促進、社会参加、健康維持増進を図り介護予防につなげる。

継続 高齢福祉課

11
高齢者サロンあったかセンター
事業
（介護保険特別会計）

高齢者が歩いて行ける範囲を目安に、高齢者が気軽に集まり地域の住民と触れ
合うことができる高齢者サロン「あったかセンター」の設置を推進しその運営費を
補助するとともに、運営に携わる高齢者サポーターを養成する。

継続 高齢福祉課

14
在宅高齢者介護用品支給事業
（介護保険特別会計）

市民税非課税世帯に属する要介護４・５の認定を受けた６５歳以上の高齢者を在
宅で介護している家族の方を対象に、紙おむつ等の介護用品と引き換えできる
サービス券（月一回５，０００円限度）を月数分交付する。

継続 高齢福祉課

13
高齢者相談員・訪問員設置事
業（介護保険特別会計）

７０歳以上の一人暮らしの方又は７０歳以上の方のみの世帯で希望する方（世
帯）を対象に、定期的に自宅に電話をかけて安否確認を行う。　また、７０歳以上
の一人暮らしの方と７５歳以上の方のみの世帯を対象に、市が計画的に自宅を
訪問し安否確認を行う。

継続 高齢福祉課

16
あったか訪問収集事業
（介護保険特別会計）

自力でごみを集積所へ出すことが困難で身近な人の協力が得られない６５歳以
上の一人暮らしの方等を対象に、ごみの訪問収集と安否確認を行う。

継続 高齢福祉課

15
食の自立支援事業
（介護保険特別会計）

６５歳以上の一人暮らしの方又は６５歳以上の方のみの世帯で、身体の障がい
等の理由により食事の用意が困難な方（世帯）を対象に、週に３回を限度に昼食
の配達をし安否確認を行う。

継続 高齢福祉課

18
認知症サポーター養成事業
（介護保険特別会計）

認知症高齢者を地域において見守りを行うことにより、認知症高齢者が安心して
暮らすことのできる地域づくりを推進するため、認知症の基本的な知識を有する
認知症サポーターを養成する。

継続 高齢福祉課

17
地域包括支援センター運営事業
（介護保険特別会計）

高齢者が住みなれた地域で安心して暮らせる地域づくりを推進するため、地域包
括ケアシステムの中核的機関である地域包括支援センターを運営する。

継続 高齢福祉課



H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

地方創生
事業

担当課No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分

136

78

58

208

120

88

706

408

298

2,727

1,578

1,149

8,769

5,065

3,704

6,154

3,554

2,600

711

459

252

1,757

437

1,320

170,090

109,707

60,383

4,000

2,579

1,421

315

0

315

20
認知症ケアパス普及啓発事業
（介護保険特別会計）

「認知症ケアパス」を作成し、認知症の方やその家族が住み慣れた地域で安心し
て暮らしていくことを目指す。

継続 高齢福祉課

19
認知症高齢者見守り事業
（介護保険特別会計）

認知症の方や家族が住み慣れた地域において安心して暮らし続けるために、認
知症の人の生きがい活動支援や介護家族の支援強化、認知症に関する正しい
知識の普及啓発活動を行う認知症高齢者等支援ボランティアを養成する。

継続 高齢福祉課

22
認知症地域支援・ケア向上事業
（介護保険特別会計）

認知症の方が住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよう、地域支援推進
員を配置し、家族等の相談や関係機関の連携支援を行うとともに、認知症に対す
る啓発を行う。

継続 高齢福祉課

21
認知症初期集中支援推進事業
（介護保険特別会計）

認知症の方や家族に対し、早期に関わる初期集中支援チームが自立生活のサ
ポートを行いながら、地域の専門職に対して初期支援のあり方を啓発していく。

継続 高齢福祉課

24
生活支援体制整備事業
（介護保険特別会計）

高齢者が住み慣れた地域でいきいきと生活できるよう地域資源の活用と連携を
図る生活支援協議体とコーディネーターの協働による地域支えあいの仕組みづく
りを推進する。

継続 高齢福祉課

23
在宅医療・介護連携推進事業
（介護保険特別会計）

医療と介護の両方を必要とする高齢者が安心して生活ができるよう、多職種協働
により医療と介護を一体的に提供できる体制作りを「白河地域在宅医療拠点セン
ター」が中心となり推進する。

継続 高齢福祉課

26 福祉・介護人材確保支援事業
しらかわ介護福祉専門学校の学生に対し、教材費の一部を助成し、学生の経済
的な負担を軽減する。また、資格取得のための「介護職員初任者研修」の受講料
の一部を助成する。

継続 高齢福祉課

25
一般高齢者介護予防事業
(介護保険特別会計）

高齢者が可能な限り、地域において自立した日常生活を営むことができるよう、
要介護状態になることを予防する。

継続 高齢福祉課

28
高齢者居場所づくり事業
（介護保険特別会計）

高齢者の介護予防と生きがいづくりを図るため、高齢者が気軽に集まり交流する
場として、常設型の「居場所」をマイタウン白河及び表郷ボランティアネットワーク
事務所に設置する。

拡充 高齢福祉課

27
介護予防・生活支援サービス
事業
（介護保険特別会計）

　総合事業の開始に伴い、「介護予防訪問介護」と「介護予防通所介護」に加え、
本市独自のサービスとして「介護予防生活支援サービス」と「介護予防運動機能
向上サービス」を実施する。

継続 高齢福祉課

29
高齢者紙おむつ用ごみ袋支給
事業

紙おむつを使用している高齢者を在宅で介護している家族の経済的負担を軽減
するため、指定ごみ袋（燃えるごみ）を年間最大１２０枚と引き換えできる支給券
を交付する。

新規 高齢福祉課



H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

地方創生
事業

担当課No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分

165

50

115

991

991

0

2,463

1,422

1,041

1,150

743

407

28

16

12

30 認知症高齢者保険加入事業

認知症の高齢者の増加に伴い、その徘徊中の事故等も増加し、家族が多額の損
害賠償を請求されるということが社会問題となっている。安心して暮らせる地域づ
くりの実現のため、市が契約者となって認知症の方を対象とした個人賠償責任保
険に加入する。

新規 高齢福祉課

32
成年後見制度利用支援事業
(介護保険特別会計）

判断能力が不十分な認知症高齢者等に対し、成年後見制度の利用支援を行うこ
とにより、要支援者の自立した生活の擁護を図る。

新規 高齢福祉課

31 らく楽健康体操事業
高齢者ができる限り要介護状態に陥ることなく、健康で生きいきとした生活を送れ
るようにするため、「コオーディネーショントレーニング」を軸とした高齢者向け介護
予防健康体操プログラムを作成し、筋力維持や運動機能の向上を図る。

新規 高齢福祉課

34
地域ケア会議推進事業
（介護保険特別会計）

医療・介護等の専門職を始め、NPO、社会福祉法人、民生委員等地域の多様な
関係者による会議を開催し、共有された地域課題を地域づくりや政策形成に結び
つけていくことで、地域包括ケアシステムの構築に向けた施策の推進につなげて
いく。

継続 高齢福祉課

33
自立支援型地域ケア会議
技術的支援事業
(介護保険特別会計）

リハビリテーションに関する専門知識を有する多職種の助言により、高齢者の自
立支援及び生活の質の向上に資するケアマネジメントの実現とそれに基づく介護
サービスの提供を実現しＱＯＬの実現を目指す。

継続 高齢福祉課



基本目標２　いきいきと健やかで明るい笑顔があふれるまち【健康・福祉・医療分野】

施策 ２－５　障がい者福祉の推進

【めざすまちの姿】

H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

6,000

0

6,000

1,420

1,420

0

436

145

291

1,047,595

785,695

261,900

257,952

193,464

64,488

　障がい者の意思を尊重した福祉施策を推進することで、障がい者が住み慣れた地域で自立した生活を営むために必
要なサービスと支援を受けられる社会が実現しています。

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画 地方創生

事業
担当課

1 特定疾患患者見舞金支給事業
指定難病・小児慢性特定疾病・特定疾患患者及び慢性じん疾患により人工透析
を受けている者に対し年額10,000円の見舞金を支給する。

継続 社会福祉課

区分

社会福祉課

2
重度障がい者タクシー運賃等
助成事業

重度の障がいのある方に対し燃料費やタクシー料金の一部を助成する。 継続 社会福祉課

3
難聴児補聴器購入費等
助成事業

身体障害者手帳の交付対象とならない軽度・中度の難聴を抱える児童に対し、
補聴器の購入費用等の一部を助成することにより、スムーズな言語の習得を促
し健全な発育を支援する。

継続

社会福祉課

4 障がい福祉サービス支給事業
居宅や障がい者支援施設、グループホーム等において生活介護、機能訓練、就
労支援等の福祉サービスを提供する。

継続 社会福祉課

5
障がい児福祉サービス支給
事業

障がい児通所事業所で発達支援や放課後等デイサービスなどの福祉サービスを
提供する。

継続



基本目標２　いきいきと健やかで明るい笑顔があふれるまち【健康・福祉・医療分野】

施策 ２－６　地域福祉の充実

【めざすまちの姿】

H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

43,069

0

43,069

7,002

4,584

2,418

671,833

508,128

163,705

3,000

2,000

1,000

　地域でお互いに助けあい、支えあう心が育まれ、支援を必要としている人に対し、地域ぐるみで支援が行われる地域
活動が活発化していることで、誰もが安心していきいき暮らせる地域社会が実現しています。

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画 地方創生

事業
担当課

1 社会福祉協議会活動支援事業
地域における福祉課題や生活課題が多様化する中で、誰もが安心していきいき
と暮らすことができるよう、市社会福祉協議会が行う各種の福祉事業を運営する
ための財政支援。

継続 社会福祉課

区分

社会福祉課

2 生活困窮者自立支援事業
生活保護に至る前の段階での自立支援を強化するため、生活困窮者に対し、自
立相談支援事業の実施、住居確保給付金の支給を行うとともに、家計管理等の
指導を行う家計相談支援を実施する。

継続 社会福祉課

3 生活保護扶助事業
生活保護法の規定に基づき、被保護者の最低限度の生活を保障するとともに、
自立の助長を図るために要する経費を支給する。

継続

4 若者居場所づくり事業
ひきこもりやニートなど社会生活を円滑に営む上で困難を抱える若者に対して
「居場所（ユースプレイス）」を提供し、各種プログラムを通して社会性を身に付け
させ、就労意欲の向上に繋げる。

新規 社会福祉課



基本目標3

地域資源を生かし産業を育て、雇用を生むまち

【産業・雇用分野】



基本目標３　地域資源を生かし産業を育て、雇用を生むまち【産業・雇用分野】

施策３－１　商業の振興

【めざすまちの姿】

H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

8,000

0

8,000

15,970

0

15,970

500

0

500

5,265

1,585

3,680

12,791

12,000

791

2,500

0

2,500

152

0

152

　市内各地域における商業については、それぞれの地域特性を活かした商業環境づくりにより、商店街等に人が集い、
賑わいであふれています。

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画 地方創生

事業
担当課

1 商工会議所支援事業
白河商工会議所に対し、商工業の総合的な改善発達に資する補助金を交付す
る。

継続 商工課

区分

商工課

2 商工会支援事業
表郷・大信・東の各商工会に対し、商工業の総合的な改善発達に資する補助金
を交付する。

継続 商工課

3 商店街支援事業
白河市商店会連合会に加盟する会員に対し、商店会の活力維持のため補助金
を交付する。

継続

商工課

4 創業者支援事業

地域経済の循環による地域活性化のため、起業にチャレンジしたい女性・若者等
の創業希望者及び創業者、事業継承を機会に新分野に挑戦する等の第二創業
者に対して必要となる経費の一部を支援するなど、創業による新たなビジネスや
雇用の創造を図る。

継続 Ⅰ(3) 商工課

5 創業支援資金融資制度事業
創業者を対象とした運転資金及び設備資金の融資あっせんを行うため、その資
金を指定金融機関に預託するとともに、信用保証料を補助する。

継続 Ⅰ(3)

商工課

6 商品開発・販路拡大推進事業
創業希望者や中小企業者等が行う商品・製品等の開発及び販路拡大のための
展示会等出展に必要な経費の一部を補助する。

継続 Ⅰ(3) 商工課

7
中小企業・小規模企業振興
基本条例制定事業

地域経済の基盤である中小企業・小規模企業の振興を図るため、市民・企業・行
政・支援機関がそれぞれの果たすべき役割を明確にし、緊密な連携のもと社会
全体で中小企業・小規模企業の活性化を後押しする条例を制定する。

新規



H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画 地方創生

事業
担当課区分

1,275

0

1,275

5,269

1,852

3,417

2,466

0

2,466

500

0

500

1,000

0

1,000

33,581

3,600

29,981

6,682

4,454

2,228

120

0

120

※地方創生事業･･･「白河市みらい創造総合戦略」（平成27年10月策定）に基づく主要な事業について、総合戦略に掲げる「基本目標」と「具体的な施策」の番号を示している。以下同じ。

まちづくり推進課

8 街路灯維持管理支援事業 ひがし商工会が実施する、街路灯維持管理費に補助金を交付する。 継続 東庁舎事業課

9 中心市街地空き店舗対策事業
中心市街地内において、商店街の集客力や魅力の向上による賑わいの創出を
図るため、商店街の空き店舗等を新規店舗等として活用する場合に賃借料や改
修費用の一部を補助する。

拡充

まちづくり推進課

10 まちなか居住支援事業

中心市街地への居住促進を図るため、中心市街地内に一定の基準を満たした集
合住宅を新たに建設する事業者に対し、その事業費の一部を補助するとともに、
民間賃貸住宅に居住する一定の要件を満たした子育て世代に対し、その家賃の
一部を補助する。

継続 Ⅲ(2) まちづくり推進課

11
中心市街地活性化支援事業
（白河駅前イルミネーション事
業）

白河駅前を中心としてイルミネーションを飾り付けることにより、冬季の街なかの
華やかさを演出し、来街機会の増加や回遊性の向上を図る。

継続 Ⅲ(4)

まちづくり推進課

12
中心市街地活性化支援事業
（小グループまちなか活動支援
事業）

中心市街地の賑わい創出や、まちづくり担い手の育成及び底上げを図るため、
中心市街地の活性化やまちづくりに意欲的に取り組むグループの活動に対して、
事業費の一部を補助する。

継続 Ⅲ(4) まちづくり推進課

13
中心市街地市民交流センター
（マイタウン白河）管理運営事業

中心市街地の交流拠点として、効果的かつ効率的な管理運営及び活用促進を
図るため、「マイタウン白河」の管理運営に関する業務を指定管理者へ委託す
る。

継続

まちづくり推進課

14
（仮称）マイタウンわくわくパーク
管理運営事業

中心市街地の賑わい創出及び子育て支援の推進を図るため、市民の交流拠点
であるマイタウン白河４階に設置した屋内遊び場の管理・運営を行う。

新規 Ⅱ(2) まちづくり推進課

15 学生チャレンジショップ事業
将来を担う人材の育成と中心市街地の賑わい創出のため、マイタウン白河にお
いて地元高校生による「農産物等販売会」を定期的に開催する。

継続 Ⅲ(4)



基本目標３　地域資源を生かし産業を育て、雇用を生むまち【産業・雇用分野】

施策３－２　工業の振興

【めざすまちの姿】

H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

111,000

109,000

2,000

20,439

0

20,439

23,414

14,129

9,285

195,310

0

195,310

商工課4 企業立地奨励金事業
本市に工場又は事業所を新設・増設する事業者に対し、奨励金を交付することに
より、産業の振興と雇用機会の拡大を図る。

継続 Ⅰ(1)

　企業の立地により、多彩な産業が集積し、地域経済の活力が維持されています。
　市内企業の経営基盤が強化され、製造品の付加価値が向上し、競争力が高まっています。

2 継続 Ⅰ(1)産業プラザ運営事業

産業プラザ（産業支援センター及び人材育成センター）を拠点として、地域企業の
経営相談、企業間連携の推進、農商工連携、起業家支援などの産業支援事業
やものづくり技術講習などの人材育成事業を産業サポート白河に委託する。ま
た、職業訓練校にて行っていたIT人材育成事業についても委託する。

地方創生
事業

1
中小企業支援資金融資制度
事業

市内において事業を営む中小企業者の経営基盤の強化と安定的な事業運営に
必要な資金の円滑化を図るため、金融機関に預託し、経営合理化資金の融通を
促進させるとともに、信用保証料の補助及び利子補給を行う

継続 Ⅰ(1)

担当課No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分

商工課

商工課

3 商工課
しらかわ地域ものづくり高度化
・海外展開促進事業

地元企業の競争力を強化するため、地域資源や地域産業の強み（金属、電子・
電気、食品等）を生かした「ものづくりの高度化」や「海外展開」などについて、専
門家によるきめ細やかな支援（伴走型支援）を行う。

継続 Ⅰ(3)



基本目標３　地域資源を生かし産業を育て、雇用を生むまち【産業・雇用分野】

施策３－３　農林業の振興

【めざすまちの姿】

H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

4,676

0

4,676

8,157

0

8,157

1,984

537

1,447

33,394

33,394

0

7,500

0

7,500

934

0

934

743

0

743

地方創生
事業

担当課

1 水稲直播栽培助成事業
生産コストを抑えた水稲栽培を進めるため、水稲直播栽培に取り組む農業者に
対し、１０aあたり１０,０００円を助成する。（限度額あり）

継続 Ⅰ(4) 農政課

Ⅰ(4) 農政課

Ⅰ(4) 農政課

5 がんばる新規就農者支援事業
認定新規就農者が安定的かつ計画的に営農に臨めるよう、就農計画書、青年等
就農計画書等において経営規模目標を達成するために必要な施設設備や機械
購入等の経費の一部を補助する。

継続 Ⅰ(4) 農政課

　安全で付加価値の高い農産物が生産され、地域の特色を生かした農業が展開されています。
　将来を担う農業従事者が育ち、農業で安定した収入を得られる環境が整っています。

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分

3
白河の大地が君を待つ！
就農全力バックアップ事業

全国的に広がる田園回帰の流れを着実に捉え、新規就農及び移住・定住を促進
するため、充実した就農相談体制を継続するとともに、就農フェアへの参加や収
穫体験を実施する。

継続

2 水田経営安定助成事業
需要に応じた米作りを推進し農家の所得安定を図るため、市が定める振興作物
への作付転換と加工用米の作付拡大を促進するため、これらの作付けに対して
助成を行う。

拡充

4 農業次世代人材投資事業
農業の担い手確保と就農後の定着を図るため、人・農地プランに中心となる経営
体として位置付けられている原則45歳未満の独立・自営就農者（認定新規就農
者）に対し資金を交付する。

継続 Ⅰ(4) 農政課

7
地域営農モデル総合サポート
事業

農業、農村を永続的に維持・発展させるため、地域における農地の集約化を支援
するとともに、農業経営の法人化・組織化を図る団体に対して、その経費の一部
を補助する。また、農業経営の法人化・組織化の実例等について学ぶセミナーを
開催する。

継続 Ⅰ(4) 農政課

6 がんばる後継者支援事業
農業後継者の確保・育成を図るため、一定の要件を満たす４５歳未満の農業後
継者等に対し激励金を交付するとともに、しらかわ農業未来塾の運営を支援す
る。

継続 Ⅰ(4) 農政課



H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

地方創生
事業

担当課No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分

810

810

40,000

40,000

4,635

0

4,635

4,179

0

4,179

523

0

523

9,078

3,000

6,078

7,949

5,662

2,287

2,803

1,376

1,427

1,295

0

1,295

8,677

8,661

16

9
白河市農業振興特別資金
貸付事業

緊急的に資金が必要な農業者などを対象とした貸付事業を行うため、市内金融
機関に対し、その原資となる資金を預託する。

継続 Ⅰ(4) 農政課

8
フロンティア農業アクション
支援事業

スマート農業や新しい生産技術を取り入れ、自ら意欲的に営農の改善に取り組
む生産者団体等に対し、研修費用の一部を助成する。

継続 Ⅰ(4) 農政課

11
農畜産物６次化・ブランド化
推進事業

農畜産物の付加価値を高めて農業所得の向上を図るため、本市農畜産物を活
用した新たな商品開発、販路開拓等の取組を支援し、６次産業化及びブランド化
を推進する。また、白河ブランドの認知度の向上、購入者の拡大及び声を聴くた
めアンケート調査を実施する。

継続 Ⅰ(4) 農政課

10 食の安全・安心推進事業

出荷用農作物等に含まれる放射性物質の量を測定し、その結果を生産者を通じ
て各直売所等に提供することにより、当該農作物等の安全・安心を担保し、販売
促進を図るとともに、検査結果を市のホームページで公表し、安全性を広くＰＲす
ることにより、風評被害の払拭につなげる。

継続 農政課

13
白河市産米の消費拡大及び
魅力発信事業

白河市産米の安定的な需要確保及び地産地消の推進による消費拡大を図るこ
とを目的に、米の販売促進活動に加えて実際に白河市産米に触れる機会の創
出・誘導を図りながら、地域ブランドの確立に向けて、米以外の農畜産物や歴史・
文化などの地域資源と共に白河市産米の魅力を発信する。

継続 Ⅰ(4) 農政課

12 白河産米食味分析事業
生産現場での品質・食味の向上を目的として「食味分析器」を運用し、付加価値
の高い売れる白河産米づくりを支援する。

継続 Ⅰ(4) 農政課

15
白河市人・農地相談センター
運営事業

農業に関する様々な相談に対応するため、知識・経験を有した「専門相談員」を
設置し、ＪＡや土地改良区など関係機関と連携しながら総合的な農業者支援を行
う。

継続 Ⅰ(4) 農政課

14
強い農業・担い手づくり総合
支援事業

「人・農地プラン」に位置付けられた中心となる経営体の主体的経営展開を支援
するため、融資を受け機械等を購入する際の融資残額に対し、国の本事業補助
金を活用し支援する。

継続 Ⅰ(4) 農政課

17
農地中間管理
（機構集積協力金）事業

持続可能な農業を構築するため、農地中間管理機構を活用した農地の出し手に
対して「協力金」を支給し、農地の集積・集約化を推進する。

継続 Ⅰ(4) 農政課

16
しらかわ型農地利用集積
推進事業

農地中間管理機構を通して、農地集積・規模拡大を行った農業者等（受け手）に
対し規模拡大の意欲向上を図るとともに、営農継続を支援するため、集積面積に
応じて協力金を交付する。

継続 Ⅰ(4) 農政課



H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

地方創生
事業

担当課No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分

40,498

40,498

0

952

721

231

2,800

0

2,800

314

0

314

13,496

0

13,496

1,693

1,436

257

163

163

0

5,000

0

5,000

198,053

148,305

49,748

13,575

4,300

9,275

19
環境保全型農業直接支払
交付金事業

農地土壌の炭素貯留に効果の高い営農活動や生物多様性の保全に効果の高
い営農活動など、環境にやさしい農業に取り組む農業者組織に対し、支援を行
う。

継続 Ⅰ(4) 農政課

18 営農再開支援事業
水田に残留する放射性物質の水稲等への吸収を抑制するため、カリウム肥料を
配布する。

継続 農政課

21 畜産クラスター事業
地域の畜産の収益力向上のために策定した畜産クラスター計画の実現に取り組
む農業者等に対して、必要な家畜飼養管理施設等の整備や機械の導入費用を
国の本事業補助金を活用して助成し、生産基盤の確保と競争力の強化を図る。

継続 Ⅰ(4) 農政課

20
耕畜連携・地域循環型農業
推進事業

畜産農家が購入又は自給する稲発酵粗飼料（ＷＣＳ）の費用についてその一部
を助成し、水田の利活用と国内粗飼料自給力の向上を図り、耕畜連携・地域循
環型農業を推進する。

継続 Ⅰ(4) 農政課

23
銘柄米オール“特Ａ”獲得
推進事業

銘柄米すべてで食味ランキング“特Ａ”を獲得し、米産地としての評価の確立と風
評払拭を図るため、良食味・高品質米生産の取り組みを支援する県の補助事業
を活用して、農業者団体を支援する。

継続 Ⅰ(4) 農政課

22
大信地域市民交流センター
「ひじりん館」運営事業

大信地域の生活・交流の拠点施設である「大信地域市民交流センター（ひじりん
館）」において、「農畜産物」を活用した食事の提供や農産物・加工品等の販売を
行う。

継続 Ⅰ(4) 農政課

26 多面的機能支払交付金事業
農業資源の適切な管理のため、地域が共同活動で行う農地、水路等の施設の維
持管理や長寿命化のための補修活動を支援する。

継続 農林整備課

24
第三者認証ＧＡＰ取得等
促進事業

農産物の安全性を消費者や流通業者へ客観的に説明できるようにするため、第
三者認証ＧＡＰの資格を取得する。

継続 Ⅰ(4) 農政課

25
農業の未来をつくる
スマート農業推進事業

スマート農業を推進するため、農作業における省力・軽労化や、栽培技術の集積
によるスムーズな継承等を行う農業者への支援として、機械購入費用等を補助
する。

新規 Ⅰ(4) 農政課

27
有害狩猟鳥獣捕獲支援事業
（4地区）

農林業及び生活への被害を防ぐため、電気柵購入費用助成金等と併せて、赤外
線カメラ等のICT機器を導入して捕獲活動を支援するとともに、イノシシ捕獲頭数
増加による報奨金の拡充を図る。

拡充 農林整備課



H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

地方創生
事業

担当課No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分

200,068

200,068

0

78,700

75,250

3,450

5,000

0

5,000

10,000

10,000

0

5,800

5,800

0

32
林業・木材産業成長産業化
促進対策事業

森林整備の推進及び林業活動の支援のため、市内林業素材生産者の林業用機
械導入に対し費用の一部を補助する。

新規 農林整備課

29
農業水路等長寿命化
・防災減災事業

農業水利施設（用排水路、堰、ため池等）の老朽化にきめ細やかに対応した機能
保全計画を策定し、計画に基づき施設の長寿命化を図るための工事を実施す
る。

継続 農林整備課

農林整備課28 ふくしま森林再生事業
放射性物質対策として計画作成や同意取得のほか、間伐や路網整備といった森
林整備を実施する事業。実施面積を拡大し、森林再生の強化を図る。

継続

31 林業専用道整備事業

持続可能な林業経営の実現に向けて、主として森林施業のための道である林業
専用道の整備を実施する。また、本事業で県より提供される航空レーザー計測の
情報は、森林施業事業者にも提供が可能なため、今後の森林整備の効率化が
図られる。

継続 農林整備課

30 三ツ池（上池）整備改修事業

三ツ池（上池）の取水口の破損とこれに起因する土砂の堆積により、排出路の流
入口付近や堆積土砂内で排水が滞留し、悪臭や害虫の発生の原因となっている
ほか、宅地内の排水不良も発生していることから、池の一部施設を改修し、周辺
環境の改善を図る。

継続 農林整備課



基本目標３　地域資源を生かし産業を育て、雇用を生むまち【産業・雇用分野】

施策３－４　観光の振興

【めざすまちの姿】

H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

13,410

0

13,410

9,500

0

9,500

1,000

0

1,000

3,000

0

3,000

22,015

0

22,015

1,000

0

1,000

1,000

0

1,000

1,000

0

1,000

地方創生
事業

担当課

1 観光物産ＰＲ事業 首都圏等で行われる観光物産展に出展し、産品及び観光のＰＲを行う。 継続 Ⅲ(1) 観光課

　観光施設の整備や観光資源を有効活用することにより、魅力あるまちづくりが行われています。
　観光情報の発信やＰＲ等により、市の魅力を体験するため、多くの人が訪れ、交流人口が拡大することで、地域経済
が活性化されています。

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分

3
白河商工会議所青年部
支援事業

白河商工会議所青年部が主催となり、地域振興・地域交流を目的に開催する「白
河魂」に対し、補助金を支出する。

継続 観光課

2 しらかわキャラ市支援事業
「ご当地キャラ（ゆるキャラ）」のイベントを開催し、来場者に本市、本県の魅力を
発信するとともに、交流人口の増加と地域経済の活性化を図る。

継続 Ⅲ(1) 観光課

5 白河観光物産協会支援事業
財団法人　白河観光物産協会が実施する観光誘客、物産の振興等の事業につ
いて、補助金を支出する。

継続 Ⅲ(1) 観光課

4 白河まつり振興会支援事業
観光振興と交流人口増加を目的とした白河関まつりや白河だるま市を主催する
白河まつり振興会の運営に関する負担金を支出する。

継続 Ⅲ(1) 観光課

7 大信ふるさと川まつり開催事業 大信ふるさと川まつりを開催する。 継続 大信庁舎事業課

6 ふるさと表郷まつり開催事業 ふるさと白河表郷まつりを開催する。 継続 表郷庁舎事業課

8
サンライズひがしフェスティバル
開催事業

サンライズひがしフェスティバルを開催する。 継続 東庁舎事業課



H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

地方創生
事業

担当課No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分

1,000

0

1,000

6,607

5,285

1,322

8,475

4,237

4,238

11,314

5,657

5,657

10,161

8,072

2,089

3,300

0

3,300

2,388

0

2,388

71,800

0

71,800

9,279

3,093

6,186

3,300

1,000

2,300

9 白河青年会議所支援事業
公益社団法人白河青年会議所が主催となり、地域振興・地域交流を目的に開催
するイベントに対し、補助金を支出する。

継続 観光課

11 サイクルツーリズム推進事業
商工会議所青年部や青年会議所において自転車イベントが開催されるなど、自
転車を活用した地域活性化の機運が高まっていることから、西郷村及び那須町と
連携し、サイクリング環境を整備するとともに、各種イベント等を実施する。

継続 Ⅲ(1) 観光課

10 周遊型観光推進事業

本市の観光アプリの不十分さの是正と多言語化を進めるため、東北観光復興交
付金を活用し、既存の「しろナビ」を名称やデザイン、階層から作り直し、使い勝
手の良い、観光パンフレットも含んだ多言語対応の観光アプリを作り、QRコードを
観光案内看板に設置し、多言語化に対応したい。

拡充 Ⅲ(1) 観光課

13
「福が満開、福のしま。」ふくしま
観光キャンペーン推進事業

県南９市町村が連携し、様々な観光誘客事業を展開する。 継続 Ⅲ(1) 観光課

12 アジアンインバウンド誘致事業
４月より福島空港との定期チャーター便の運行が始まる台湾を中心に、アジア諸
国をターゲットに電子書籍の活用やモニターツアーなどでＰＲし、本市へのインバ
ウンドを呼び込む。

継続 Ⅲ(1) 観光課

15 フィルムコミッション事業

専門的に動ける人材や情報発信の面で体制が整っていないため、市が中心と
なって方向性を決めつつ、実行部隊としてフィルムコミッションに関する人的な繋
がりや映画作りのノウハウをもっている団体に委託し、情報発信（売りになる撮影
ポイントの選定からＨＰ等での発信）に力を入れる。

拡充 Ⅲ(1) 観光課

14 観光振興計画策定事業
人口の減少や国内旅行市場に陰りが見える一方で、訪日外国人旅行者が増加
するなど、観光を取り巻く環境が大きく変化していることから、今後の観光振興の
指針となる計画を策定する。

新規 Ⅲ(1) 観光課

17 観光施設トイレ洋式化事業
国の補助金を活用し、本市の観光施設のトイレを整備し、観光客の利便性を上げ
るとともに、老朽化する観光施設の水回り設備を更新する。 新規 Ⅲ(2) 観光課

16 田ノ沢地区森林景観整備事業
自然を活かした地域の振興を図る目的で整備した「聖ヶ岩ビジターセンター」及び
「ふるさとの森」の付帯施設として田ノ沢ダム計画跡地を「森林公園」として整備す
る。

新規 Ⅲ(1)
観光課

大信庁舎事業課

18 南湖公園PR事業
共栄会を巻き込みながら、ライトアップやマルシェなどの誘客のためのイベントを
定期的かつ継続的に開催する。

新規 Ⅲ(2) 観光課



基本目標３　地域資源を生かし産業を育て、雇用を生むまち【産業・雇用分野】

施策３－５　雇用環境・就労環境の充実

【めざすまちの姿】

H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

5,000

0

5,000

7,985

0

7,985

932

425

507

8,551

4,330

4,221

5,000

3,750

1,250

550

0

550

5,984

3,888

2,096

商工課5 移住者支援就業促進事業
東京23区に勤務していた方が、市内に移住し就職や創業する場合に、新たな生
活に必要となる資金を支援することにより、地域の中小企業等における担い手不
足の解消を図る。

新規
Ⅰ(1)
Ⅲ(2)

商工課7
コワーキングスペース
「らくり」事業

創業を目指す方などに手軽なワーキングスペース「らくり」を提供するとともに、伴
走型で支援することにより市内での創業を後押しする。

継続 Ⅰ(3)

商工課4 継続
若者Ｕターン・地元定着
促進事業

地元中小企業の経営基盤安定を目的とした人材不足対策（求人の掘り起こし、Ｕ
ＩＪターン促進、インターンシップ受入整備など）や事業継承対策、知的財産活用
などの業務を産業サポート白河に委託する。

Ⅰ(2)

商工課3 ＵＩＪターン就活促進事業
SNS等を活用して情報の発信をするとともにＵＩＪターン希望者への交通費等の就
活支援を行うことにより、地元企業の人材不足解消と定住及び就職の促進を図
る。

継続
Ⅰ(2)
Ⅲ(2)

　雇用環境・就労環境の改善が進み、地域の産業に興味を持ち、新たな雇用が発生することで、身近な地域で安定して
働くことのできる環境が整っています。
　能力の高い人材が多数育成され、地域経済を支えています。

1 継続勤労者金融対策事業
市内勤労者融資の原資とするため、金融機関に対して預託する。(東北労働金庫
預託金)

商工課

高齢者の就労機会を確保し、生きがいづくりを推進するため、白河・西郷広域シ
ルバー人材センターに対し、西郷村との協定により補助金を交付する。

商工課

担当課No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分

2 継続
白河西郷広域シルバー人材
センター事業

地方創生
事業

Ⅰ(3)

Ⅰ(1)

商工課6 会津大学産業関連交流事業
産業の振興を図るため、会津大学と相互に連携して、地域企業の底上げ、人材
の育成及び人材確保と創業の推進を図る。

継続 Ⅰ(1)



基本目標３　地域資源を生かし産業を育て、雇用を生むまち【産業・雇用分野】

施策３－６　再生可能エネルギーの推進

【めざすまちの姿】

H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

771

0

771

　市内でエネルギー需要に見合った再生可能エネルギーの導入・拡大が進み、自然と共生した安全・安心なエネルギー
が確保され、エネルギーの地産地消が実現されています。

地方創生
事業

担当課No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分

商工課1
再生可能エネルギー普及
・啓発事業

地域の再生可能エネルギー普及と次世代を担う子どもたちへの啓発を促進する
ための事業の経費を一部負担するとともに設置施設の活用に加え、都市との交
流による地域産業の振興を図るため、市が設置した再エネ施設の見学会や再エ
ネ啓発教室などを盛り込んだ交流事業を実施する。

継続



基本目標4

心豊かに学び・ともにふれあい・生きる喜びを実感できるまち

【教育・生涯学習分野】



基本目標４　心豊かに学び・ともにふれあい・生きる喜びを実感できるまち【教育・生涯学習分野】

施策４－１　生きる力と思いやりを育む教育の充実

【めざすまちの姿】

H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

30,867

0

30,867

5,904

0

5,904

5,880

5,880

0

18,303

0

18,303

627

364

263

2,158

0

2,158

13,879

0

13,879

4
食品放射能測定システム検査
事業

市内の自校給食校並びに白河・大信給食センターに放射能測定システムを整
備、検査員を配置し、食材等を検査することにより、学校給食の安全・安心を確
保する。

継続 健康給食推進室

5 部活動指導充実事業

福島県教職員多忙化解消アクションプランに基づき、中学校部活動指導におい
て単独で部活動の指導や大会・練習試合等の引率が出来る部活動指導員を配
置し、顧問教員の負担の軽減を図るとともに、教員が生徒と向き合う時間や教材
研究、授業準備の時間を確保することにより、授業の充実につなげる。

新規 Ⅱ(3) 学校教育課

地方創生
事業

担当課

1 奨学資金貸与事業
能力があるにもかかわらず経済的理由により修学が困難である者に対し、奨学
資金を貸与し、教育の機会均等を図る。（H30に大学等を卒業後5年間市内に居
住し、就労している場合に返還金の一部を免除する制度を創設）

継続

7
小・中学校スポーツ文化応援
事業

小・中学校の体育文化活動の振興を図り、市内小学校の児童が各種大会等に出
場する際の諸経費を支給することで保護者の負担を軽減する。

継続 Ⅱ(3) 学校教育課

6
いじめ・不登校防止対策推進
事業

いじめ防止対策推進法施行を受け、子どもが安心して生活し学ぶことができる環
境をつくるため「白河市子どものいじめ防止条例」を制定し、いじめ防止等の対策
を総合的に推進する。また、いじめ・不登校の早期発見と望ましい学級づくりのた
め、学級の実態や一人一人の心理状態を把握するQ-Uテストを実施する。

継続 Ⅱ(3) 学校教育課

　知・徳・体のバランスの良い育成と、生き抜く力を育む教育、学校、家庭、地域が一体となった地域全体での教育環境
づくりを進め、郷土に誇りを持ち、白河の未来を拓く人材が育成されています。

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分

2 入学一時金貸与事業
能力があるにもかかわらず経済的理由により修学が困難である者の保護者に対
し、大学及び専修学校の入学一時金を貸与する。

継続

Ⅱ(2)
Ⅲ(2)

教育総務課

Ⅱ(2) 教育総務課3 人材育成奨学金給付事業
学習意欲が高く成績が優秀でありながら、経済的理由により修学が困難と認めら
れる学生に対し、奨学資金を給付し有能な人材を育成する。

継続

Ⅱ(2) 教育総務課



H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

地方創生
事業

担当課No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分

29,807

66

29,741

32,672

0

32,672

6,199

0

6,199

1,355

0

1,355

5,362

0

5,362

842

0

842

25,314

0

25,314

4,925

11

4,914

61,885

0

61,885

29,405

0

29,405

17 特別支援員配置事業
発達面等の障がいをもつ園児に対して、個々の障がいに応じて継続的な支援指
導を行うことにより、健やかな成長を促進し、子育て支援の充実を図る。

継続 Ⅱ(3) こども育成課

16
特別支援員配置事業
（小・中学校）

特別支援教育支援員を小・中学校に配置し、障がいのある児童生徒が学校生活
や学習に円滑に取り組めるように支援する。

継続 Ⅱ(3) 学校教育課

15
不登校児童生徒適応指導教室
（さわやか教室）事業

適応指導教室（さわやか教室）を設置し、不登校状態にある児童生徒に対して、
学校復帰に向けての段階的・継続的支援・指導を行う。

継続 Ⅱ(3) 学校教育課

14
学校基礎学力向上推進事業
（小・中学校）

小・中学校に非常勤講師を配置し、個に応じた指導により、授業の質的改善を目
指した教育活動を展開し、児童生徒の学力向上を図る。

継続 Ⅱ(3) 学校教育課

13 土曜学習推進事業
希望する小・中学生を対象に、土曜日に自主的な学習の場を提供することによ
り、児童生徒の学習意欲を向上させる。（６つの中学校区において実施）

継続 Ⅱ(3) 学校教育課

12
スクールカウンセラー活用事業
（小中学校）

スクールカウンセラーを配置し、不登校やいじめ等の問題行動の未然防止、早期
発見・対応のため、児童生徒や保護者とのカウンセリングを行うとともに、教員と
のコンサルテーションを行い、問題の解決に取り組む。

継続 Ⅱ(3) 学校教育課

11 白河の歴史文化再発見事業
小峰城跡等の史跡や指定文化財、中山義秀記念文学館の見学、また、松平定
信の業績などを学ぶことにより、白河の歴史や文化について知識を深め、郷土に
対する愛着や誇りを醸成する。

継続 Ⅱ(3) 学校教育課

10 ＩＣＴ授業支援事業
情報化社会に対応できる人材を育成するため、専門知識を有する支援員を派遣
して、コンピュータ教育の充実を図る。

継続 Ⅱ(3) 学校教育課

9 学校図書館利活用推進事業

市立図書館と連携して学校司書を配置し、学校図書館を有効活用することにより
読書の機会を増やし、子どもの豊かな心を育むとともに学力向上を図る。学校司
書は、平成３1年度に1名の司書を配置し、全ての小中学校への配置が完了す
る。

拡充 Ⅱ(3)
学校教育課
図書館

8 英語指導助手招致事業
外国人英語指導助手を招致し、小・中学校で生きた英語を学ぶ機会を確保すると
ともに、国際理解教育の充実を図る。

継続 Ⅱ(3) 学校教育課



H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

地方創生
事業

担当課No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分

3,510

0

3,510

4,459

0

4,459

13,122

0

13,122

25,695

0

25,695

320

175

145

87,058

67,000

20,058

※地方創生事業･･･「白河市みらい創造総合戦略」（平成27年10月策定）に基づく主要な事業について、総合戦略に掲げる「基本目標」と「具体的な施策」の番号を示している。以下同じ。

23 白河第二中学校建設事業

白河第二中学校は、建築後４３年から５６年を経過し、建物本体及び各種設備等
の老朽化が著しいことから、平成２９年度に引き続き改築に向けて基本設計を実
施するとともに、実施設計、造成設計等の委託業務を実施し、工事着工へ向けた
準備を行う。

継続 Ⅱ(3) 教育総務課

22
子どもの体力・運動能力向上
事業

子どもの体力・運動能力のために取り組んできた「コオーディネーショントレーニン
グ」について、一層の普及を図るため、指導方法をまとめたＤＶＤとテキストブック
を活用し一層の普及を図る。

継続 Ⅱ(3) 学校教育課

21
ＩＣＴ教育環境整備事業
（小・中学校）

ＩＣＴを最大限に活用した２１世紀にふさわしい学びの創造を目指し、電子黒板の
導入や校務用ＰＣの更新などを計画的に実施する。

拡充 Ⅱ(3) 学校教育課

20
白河市学校給食センター
施設設備改修事業

昭和６３年度に建設された施設・設備について、老朽化した食器洗浄機器、調理
機器等の更新を行い、将来にわたり安全・安心な給食を提供する。

継続 健康給食推進室

19 幼稚園バス購入事業
老朽化したバス（ひがし幼稚園2台のうち1台）を更新することにより、園児の通学
時の安全を確保する。（H30に1台更新済）

継続 こども育成課

18 私立幼稚園振興助成事業 幼児教育の振興を図るため、市内の私立幼稚園に対して助成を行う。 継続 こども育成課



基本目標４　心豊かに学び・ともにふれあい・生きる喜びを実感できるまち【教育・生涯学習分野】

施策４－２　青少年の健全な育成

【めざすまちの姿】

H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

485

0

485

958

0

958

3,664

810

2,854

909

0

909

3,235

0

3,235

641

627

14

Ⅱ(3) 生涯学習スポーツ課

　学校・家庭・地域と関係機関との連携を図りながら、青少年の心と体の健やかな発達を促し、正義感や倫理観にあふ
れた豊かな人間性を育むことで、青少年が人生の目標を見出し、たくましく成長しています。

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画 地方創生

事業
担当課

2
白河市青少年育成市民会議運
営事業

青少年の健全育成に関する事業に要する費用の一部を補助する。 継続 生涯学習スポーツ課

区分

生涯学習スポーツ課1 家庭教育学級開催事業
家庭の教育力の向上を図るため、保育園、幼稚園、小・中学校において、保護者
を対象に家庭教育学級を開催する。

継続 Ⅱ(3)

生涯学習スポーツ課

5 少年センター運営事業 青少年の非行防止のため、少年補導員等が地域の巡回活動を実施する。 継続 生涯学習スポーツ課

3
キッズシアター（演劇教室）開催
事業

質の高い本物の舞台芸術を鑑賞することにより、子どもたちの豊かな感性や想
像力を育み、情緒豊かな児童の育成を図る。

継続 Ⅱ(3)

4 舞台芸術鑑賞授業開催事業
中学生に質の高い舞台芸術の鑑賞機会を提供することにより、豊かな感性や想
像力を育み、創造性豊かな人間形成を図る。

継続

生涯学習スポーツ課6 学校支援活動事業
地域と学校の調整役として「地域コーディネーター」を配置し、地域と学校が連携
して行事などを行うことにより、地域の大人や教員が子ども達と向き合う機会を増
やし、地域教育力の向上を図る。

新規 Ⅱ(2)



基本目標４　心豊かに学び・ともにふれあい・生きる喜びを実感できるまち【教育・生涯学習分野】

施策４－３　生涯学習社会の実現

【めざすまちの姿】

H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

50

0

50

362

200

162

4,837

0

4,837

493

0

493

35,087

35,012

75

1,168

0

1,168

生涯学習スポーツ課

市立図書館読書普及事業
著名な作家の講演会を通じて作者の生の声に触れる機会を提供することにより、
読書に対する関心を高め、図書館の更なる利用拡大を図る。

2

継続 Ⅱ(3)

中央公民館
各地域公民館

白河サテライト教室等事業

福島大学との連携により、幅広い市民の参加と質の高い学びの場や機会の提供
を目的として、福島大学白河サテライト教室を開催する。
また、更なる学習機会の充実を図り、市民の学習意欲を喚起するため、大学の出
前講座を開催する。

継続

生涯学習スポーツ課1 「市民共学」出前講座開催事業
学習機会の充実及び意識啓発を目的に、市民の要望に応じて市職員やボラン
ティア登録者を講師として派遣し、市政の説明、専門知識を生かした実習等を通
じ、市民の学習意欲の高揚を図る。

継続

地方創生
事業

担当課区分

　市民が生涯にわたって、誰もがあらゆる機会やあらゆる場所において学習することができ、その成果を適切に生かす
ことができる生涯学習社会が実現されています。

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

図書館6
白河地域発行新聞
アーカイブ化事業

　昭和24年から48年に発行された白河地域の地方新聞を電子データ化と紙によ
る複製を行い、貴重な地域資料の保存に努める。

継続 Ⅱ(3)

図書館

3 公民館活動事業（４地域）
市民の健康の増進、生活文化の振興、社会福祉の増進、教養の向上を図るた
め、公民館において各種教室を開催する。

継続

図書館4

5 図書・視聴覚資料等整備事業
市民の要望等に対して多くの図書資料を提供し、充実を図るとともに、こどもの本
や大活字本などきめ細かい蔵書や視聴覚資料の整備を図る。

継続 Ⅱ(3)



基本目標４　心豊かに学び・ともにふれあい・生きる喜びを実感できるまち【教育・生涯学習分野】

施策４－４　文化・スポーツの振興

【めざすまちの姿】

H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

3,000

0

3,000

500

0

500

4,000

4,000

0

1,350

0

1,350

167,010

166,946

64

25,360

25,350

10

12,783

12,700

83

7
白河文化交流館開館３周年
記念事業

平成３１年１０月にコミネスが開館３周年を迎えることを記念し、NHKのど自慢の
公開放送、NHK交響楽団白河特別公演、日露交歓コンサートを開催する。

新規 Ⅲ(3) 文化振興課

6 文化創造推進事業
創造的な舞台芸術事業を積極的に行うとともに、舞台芸術に関心のある市民層
の開拓や、地域の文化芸術事業に主体的に関わる人材の育成を図る。

継続 Ⅱ(3) 文化振興課

地方創生
事業

担当課

1 しらかわ音楽の祭典事業

5 白河文化交流館管理運営事業
文化芸術の振興拠点として、また、市民相互の交流活動拠点としての役割を果
たすため、効果的・効率的な運営及び施設管理を行うともに、多彩で質の高い自
主事業を企画・運営する。

継続 Ⅱ(3) 文化振興課

4 芭蕉白河の関俳句賞
市民に地域の文化的資源を再認識してもらうとともに文化力の向上を図り、ま
た、歴史、史跡を中心とした白河の魅力を全国にPRし、交流人口の増加につな
げるため、全国から俳句を募集する。併せて俳句教室、講演会も開催する。

新規 Ⅲ(3) 文化振興課

　市民の文化活動が活発化し、子どもから大人まで市内で多くの文化・芸術にふれることができる環境が整備され、個
性豊かな文化が創造されています。
　市民の多様なニーズに対応できる、スポーツ指導者が育成されるとともに、スポーツ施設の整備・充実が図られること
で、市民の誰もがスポーツを身近に楽しむ環境が整っています。

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分

2 市民オーケストラ設立準備事業
文化芸術レベルの向上と文化活動を通じた交流や人づくりを推進するため、市民
オーケストラの設立に向け、準備委員会を立ち上げ、参加者・練習場所・指導者・
発表会等について協議する。

新規

市民に音楽等に関する表現と鑑賞の機会を提供する。
第１部：「市民音楽祭」（市内小・中・高校生及び一般団体による合唱・合奏）
第２部：「著名な音楽家によるコンサート」
第３部：「震災復興音楽祭」（東日本大震災で被災した方の追悼と復興を祈願する
音楽祭）

継続 Ⅱ(3) 文化振興課

3 文化振興補助事業

市内に活動の拠点を有し、音楽・美術・演劇・民俗芸能等の文化活動を行う団
体、または個人が、その活動を広く市民に発表する事業、県内外で行われる発表
会等への参加、文化財の保護、次世代の育成や他団体との交流等の取組みに
対し補助金を交付する。

継続 文化振興課

Ⅱ(3)
Ⅲ(4)

文化振興課



H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

地方創生
事業

担当課No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分

18,606

18,600

6

1,000

0

1,000

3,000

0

3,000

3,604

3,604

0

460

460

0

10,000

8,000

2,000

-

-

-

8,602

4,899

3,703

870

0

870

1,700

0

1,700

8
白河・金沢・東京共同制作
オペラ事業

コミネス、金沢歌劇座及び東京芸術劇場の３館が共同で「ヴェルディ作/歌劇『ラ・
トラヴィアータ（椿姫）』」を新しい解釈や著名な演出家による演出を用いたオリジ
ナリティ溢れるオペラ舞台に仕上げ上演する。

新規 Ⅲ(2) 文化振興課

9 仁の心ふるさと継承・交流事業
戊辰戦争の歴史的意義や、白河の人々が東西両軍の戦死者を分け隔てなく弔っ
た「仁の心」を次世代に継承するため、「白河踊り」が交流の架け橋となった山口
県萩市との交流事業などを実施する。

新規 Ⅲ(3) 文化振興課

17 しらかわ郷里マラソン開催事業 しらかわ郷里マラソンを開催する。 継続 Ⅱ(3) 東地域振興課

16
白河天狗山旗争奪東北関東選
抜壮年軟式野球大会開催事業

白河天狗山旗争奪東北関東選抜壮年軟式野球大会を開催する。 継続 表郷地域振興課

15 体育施設改修事業 体育施設の修繕等を実施する。 継続 生涯学習スポーツ課

14
白河市スポーツ推進計画
策定事業

平成３０年度に策定したスポーツ推進計画の追跡アンケート調査を３２年度に実
施する。

継続 生涯学習スポーツ課

13
しらかわ駅伝競走大会開催事
業

「駅伝のまち　しらかわ」を全国にアピールするとともに、駅伝を通した交流を深め
ることを趣旨として、しらかわ駅伝競走大会を開催する。

継続 Ⅱ(3) 生涯学習スポーツ課

12
総合型地域スポーツクラブ
育成事業

生涯学習スポーツ社会に向け、地域住民の健康づくり・人づくり・交流の場づくり
を目的に活動し、生涯スポーツの環境づくりの支援を行う。
※講師を招聘した講演会、研修会等の開催補助及びクラブ設立の際に補助。

継続 生涯学習スポーツ課

11 スポーツ振興基金活用事業
スポーツ団体の組織育成や地域スポーツの振興を図るため、激励金の交付やス
ポーツ団体等への補助を行う。

継続 生涯学習スポーツ課

10 中山義秀顕彰会運営事業 中山義秀顕彰会に対して補助金を交付する。 継続 中山義秀記念文学館



基本目標４　心豊かに学び・ともにふれあい・生きる喜びを実感できるまち【教育・生涯学習分野】

施策４－５　歴史や伝統文化の保存・継承

【めざすまちの姿】

H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

2,390

480

1,910

1,151

567

584

400

0

400

4,984

0

4,984

52,433

49,770

2,663

5,928

5,462

466

2,368

1,171

1,197

　歴史・伝統文化が次世代に受け継がれることで、地域に対する理解が深まるとともに、地域の連帯感が醸成され、白
河市独自の歴史・伝統文化が生きたまちづくりが行われています。

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画 地方創生

事業
担当課

1 白河歴史教科書作成事業

本市に数多く残る歴史的・文化的資源を見つめなおすとともに、正しい理解と郷
土愛を醸成することを目的として白河歴史の手引き「れきしら」を作成し、「しらか
わ検定」等を実施する。（歴史まちづくり計画第1期の終了にあわせ、平成32年度
以降については別途検討。）

継続 Ⅲ(1) まちづくり推進課

区分

文化財課

2
小峰城跡発掘調査報告書
作成事業

昭和62年度から平成13年度に実施した小峰城跡の発掘調査について、平成22、
24～34年度の12ヵ年事業として資料整理･報告書作成を行う。

継続 Ⅲ(1) 文化財課

3 無形民俗芸能等支援事業
民俗芸能や伝統行事を実施する団体等に対し、地域文化の保存や継承に要す
る費用の一部を助成する。

継続 Ⅲ(1)

文化財課

4
小峰城歴史館特別企画展
開催事業

白河を治め小峰城を居城とした歴代藩主７家21代にまつわる歴史資料や美術品
を一堂に集め、白河の歴史や各藩主の業績や華麗な武家の文化を紹介する。

新規 Ⅲ(1) 文化財課

5 小峰城跡史跡整備事業
整備基本計画に基づき、帯曲輪跡の園路・園地の設計、園路整備工事等を実施
する。

継続 Ⅲ(1)

文化財課

6 南湖公園史跡整備事業
史跡名勝「南湖公園」を良好な状態で後世に継承するため、整備基本計画に基
づき北東湖岸の測量設計を実施する。

継続 Ⅲ(1) 文化財課

7 天王山遺跡発掘調査事業
平成28年度から平成32年度までの5ヵ年事業として、遺跡の範囲・内容等を明ら
かにする確認調査を実施する。

継続 Ⅲ(1)



H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画 地方創生

事業
担当課区分

326,733

223,780

102,953

文化財課8 小峰城跡石垣修復整備事業 石垣の孕みや目地の開きがある箇所の修復工事を実施する。 新規 Ⅲ(1)



基本目標5

やすらぎと快適さのある住みよいまち

【都市基盤分野】



基本目標５　やすらぎと快適さのある住みよいまち【都市基盤分野】

施策５－１　魅力ある街並みの形成

【めざすまちの姿】

H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

457

0

457

2,000

800

1,200

1,500

600

900

345

0

345

17,095

6,000

11,095

-

-

-

3,459

20

3,439

7
旧脇本陣柳屋旅館建造物群
管理事業

資料に忠実に明治期の蔵座敷を復元したことを強調し、本市の歴史的風致形成
建造物を代表する観光資源として活用するほか、勉強会や茶会等のイベントで
利用できるようにし、広く市民が親しめる施設として運営する。また、利用機会の
拡大のため16時以降の貸館実施のために必要な手段を講じる。

継続 Ⅲ(1) まちづくり推進課

まちづくり推進課

5
歴史的風致形成建造物
保存修景事業

歴史まちづくり法に基づき、「歴史的風致形成建造物」として指定した建造物の改
修等に係る費用の一部を補助することにより、歴史的価値のある建造物の保存
を図る。（歴史まちづくり計画第1期の終了にあわせ平成32年度で廃止を検討。後
継事業については別途検討。）

継続 Ⅲ(1) まちづくり推進課

6
旧脇本陣柳屋旅館建造物群
整備事業

H30年度に実施する観工場現況調査結果を踏まえ、蔵座敷及び周辺施設の効用
を高める活用について周辺住民と懇談会等を実施するなどしてニーズ調査等を
行い、整備計画を作成する。（H31年度当初予算の計上はしない。）

継続 Ⅲ(1)

まちづくり推進課

3 歴史的まちなみ修景事業
景観形成ガイドライン及び地域の景観協定に基づく建築物等の修景事業に対し
補助を行う。

継続 Ⅲ(1) 都市計画課

4 歴史的資源活用事業

市民や観光客のまちなか回遊を促すことにより、本市の歴史的資源の価値を再
認識する機会を創出し、歴史的風致の維持向上に寄与する。（ぐるり白河文化遺
産巡り及び座禅会の負担金。歴史まちづくり計画第1期の終了にあわせ平成32
年度までに効果を検証し、事業をスクラップ＆ビルドする。）

継続 Ⅲ(1)

都市計画課

地方創生
事業

担当課

1 景観形成事業

小学生を対象とした景観学習事業の実施により、子どもの頃から身近な「まち」や
良好な「景観」に対する関心を持ってもらうことにより、景観やまちづくりへの意識
を育む。また、景観セミナー等の事業により、本市における景観資源の存在とそ
の重要性を啓発する。

継続 Ⅲ(1) 都市計画課

区分

2 景観まちづくり支援事業
市民が中心となる景観まちづくり協議会の設立から景観まちづくり協定の締結に
至るまでの取り組みを支援するとともに、景観まちづくり協定締結団体が市の景
観形成に寄与する活動を支援する。

継続 Ⅲ(1)

　住む人が誇りや愛着を持ち、訪れる人が白河の歴史・伝統文化・自然を体感できる、魅力ある街並み景観が形成され
ています。

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画



H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

地方創生
事業

担当課区分No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

-

-

-

134

134

0

500

0

500

※地方創生事業･･･「白河市みらい創造総合戦略」（平成27年10月策定）に基づく主要な事業について、総合戦略に掲げる「基本目標」と「具体的な施策」の番号を示している。以下同じ。

都市計画課

9 屋外広告物規制対策事業
白河市屋外広告物等に関する条例の施行に伴い、新たに策定した「屋外広告物
ガイドライン」を活用し、より質の高い屋外広告物の表示等について適切に誘導
を図る。

継続 Ⅲ(1) 都市計画課

10
不適格屋外広告物撤去等
補助事業

白河市屋外広告物等に関する条例の施行に伴い、既存不適格となる広告物の
改修及び撤去を促進するため、その費用の一部を補助する。

継続 Ⅲ(1)

まちづくり推進課8 小峰城外堀土塁周辺整備事業
小峰城三の丸の外堀の痕跡を明瞭に見ることのできる貴重な土塁跡について、
劣化が著しいことから、保存の手法及び活用について検討し、整備計画を作成す
る。（H31年度当初予算の計上はしない。）

新規 Ⅲ(1)



基本目標５　やすらぎと快適さのある住みよいまち【都市基盤分野】

施策５－２　快適な道路網の整備

【めざすまちの姿】

H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

10,000

1,250

8,750

155,000

0

155,000

7,000

3,500

3,500

1,065,379

959,320

106,059

64,000

47,000

17,000

継続 Ⅲ(1) 都市計画課

道路河川課

3 狭あい道路整備事業
建築基準法第42条第2項の規定に基づく後退敷地等について、道路敷きとして市
で買取を行う。

継続 道路河川課

4
道路改良事業
・道路新設改良事業

安全で円滑な交通の確保と地域内・地域間交通の利便性向上を図るため、主要
幹線道路、生活道路の整備を行う。
老朽化した道路ストック（橋梁、トンネル、道路付属物等）の点検及び修繕を行う。

継続

5 街路事業（交付金）
国道２９４号バイパスと接続し、城山公園、文化交流館（コミネス）北側駐車場へと
アクセスする「市道城山線」を整備するため、改良舗装工事、用地補償等を行う。

道路河川課

地方創生
事業

担当課

1 安全・安心身近な整備事業
老朽化の著しい側溝の改修や蓋掛け、歩道の段差解消等により安心して歩ける
歩行エリアの整備を行い、安全性や利便性の向上を図る。

継続 道路河川課

区分

2 道路維持改修事業（４地域） 市道の機能保全、安全・円滑な交通確保のため、市道の維持・修繕などを行う。 継続

　幹線道路の整備が進み、市内及び市外との円滑な交通が確保されています。
　生活に密着した道路・橋りょうが整備され、市民が快適に暮らしています。

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画



基本目標５　やすらぎと快適さのある住みよいまち【都市基盤分野】

施策５－３　良好な居住環境の整備

【めざすまちの姿】

H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

979

577

402

2,000

1,320

680

7,450

0

7,450

111,192

83,556

27,636

4,336

4,300

36

11,877

5,775

6,102

1,250

1,250

0

建築住宅課7 アスベスト含有調査助成事業
吹付けアスベストが施工されているおそれのある住宅・建築物の吹付け建材中
のアスベストの有無を調査する費用を助成することで、アスベストの除去を促進
する。

新規

都市計画課

5 空き家対策事業

空き家の利活用を促進することで、良好な住環境の確保を図るため、空家バンク
の運営や空家の改修費補助、老朽空家の解体費補助により空家の解消に取り
組む。また、行政・不動産取引業・法務・建築・融資等、各専門分野の団体で構成
する「空家等利活用促進対策協議会」による合同空き家相談会等を実施する。

拡充 Ⅲ(2) まちづくり推進課

6 立地適正化計画策定事業
市街地拡散の抑制と人口密度を維持することなどにより、人口減少社会における
旧１市３村の生活基盤とサービスの維持を図っていくためのマスタープランとなる
「立地適正化計画」を策定する。

新規

建築住宅課

3 三世代同居等支援事業
市内での三世代同居等を新たに始める世帯に対して、住宅の取得や増改築リ
フォームに要する費用の一部を助成し、子育てや高齢者支援、住環境の向上、
定住の促進等を図る。

継続
Ⅱ(2)
Ⅲ(2)

建築住宅課

4
公営住宅ストック総合改善事業
（市営住宅改修）

既存市営住宅の外壁及び電源容量の改修等「白河市営住宅長寿命化計画」に
基づく改修工事を行い、施設の長寿命化を図り、既存ストックの有効活用を図
る。

継続

建築住宅課

地方創生
事業

担当課

1 木造住宅耐震診断者派遣事業
市が、民間木造住宅の耐震診断を行う技術者を派遣し、耐震診断を行うことで、
震災に強いまちづくりを推進する。

継続 建築住宅課

区分

2 木造住宅耐震改修助成事業
耐震診断により、耐震基準を満たさないと判断された木造住宅の耐震改修費用
の一部を助成することで、震災に強いまちづくりを推進する。

継続

　歴史のある中心市街地を基点に都市機能が集積し、周辺には里山に囲まれたのどかな田園が広がる自然と人々の
生活が調和した住環境が整っています。

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画



基本目標５　やすらぎと快適さのある住みよいまち【都市基盤分野】

施策５－４　公共交通の充実

【めざすまちの姿】

H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

59,392

1,862

57,530

22,596

828

21,768

4,522

2,431

2,091

3,578

388

3,190

2,988

1,111

1,877

10,081

0

10,081

企画政策課6 地域公共交通総合連携事業
平成29年度に策定した「地域公共交通網形成計画」に基づき、効率的・効果的で
持続可能な地域公共交通体系を整備するため、地域巡回バスの検証や高齢者
等へのタクシー利用女性の実証実験を実施する。

継続 Ⅲ(2)

　公共交通ネットワークを充実することにより、公共交通機関の利用者が増えるとともに、環境に配慮した地球にやさし
い、安全で快適な移動手段が確保されています。

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

担当課

2 循環バス運行事業
市民の日常生活に必要な地域公共交通を確保するため、白河市循環バスを運
行する。

継続 Ⅲ(2) 企画政策課

区分
地方創生
事業

市民の日常生活に不可欠な地域公共交通を確保するため、表郷地域巡回バス
を運行する。

継続 Ⅲ(2)

1 地方バス路線維持対策事業
市民の日常生活に不可欠な路線バスの運行を維持するため、バス事業者に対し
補助金を交付する。

継続 Ⅲ(2)

大信庁舎
地域振興課

企画政策課

表郷庁舎
地域振興課

東庁舎
地域振興課

4 大信地域自主運行バス事業
市民の日常生活に不可欠な地域公共交通を確保するため、大信地域自主運行
バスを運行する。

継続 Ⅲ(2)

5 東地域巡回バス事業
市民の日常生活に不可欠な地域公共交通を確保するため東地域巡回バスを運
行する。

継続 Ⅲ(2)

3 表郷地域巡回バス事業



基本目標５　やすらぎと快適さのある住みよいまち【都市基盤分野】

施策５－５　安全で安定した水の供給

【めざすまちの姿】

H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

324,500

0

324,500

34,000

0

34,000

-

-

-

　持続可能な水道事業の構築により、安全で安心して飲める水道水が安定して供給されています。

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画 地方創生

事業
担当課

1 水道管路更新事業
老朽管路の布設替えを行う。又、併せて管路の耐震化を図る。
登り町　地内ほか　（鋳鉄管の布設替）

継続 水道課

区分

水道課

2 配水区域再構築事業
配水区域再編に伴う連絡管等の整備を行う。
関辺→小松　地区

継続 水道課

3 飲用井戸等給水施設整備事業
未給水の区域において、飲用水等の安定的な確保を図るため、飲用井戸等の整
備に要する経費の一部を助成する。（補正対応）

継続



基本目標５　やすらぎと快適さのある住みよいまち【都市基盤分野】

施策５－６　衛生的で快適な下水道の整備

【めざすまちの姿】

H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

612,474

590,939

21,535

135,647

126,060

9,587

44,677

40,123

4,554

45,736

45,400

336

　下水道の整備が計画的に進むことで、より衛生的で快適な市民生活と河川や湖沼など公共用水域の水質が守られて
います。

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画 地方創生

事業
担当課

1 公共下水道管路施設整備事業
下水道基本計画に基づき、健全な都市環境を確保すべく下水道の整備及び施設
の改築・更新を行う。

継続 下水道課

区分

下水道課

2 農業集落排水事業（機能強化）
最適整備構想に基づき計画的に各農業集落排水施設（処理施設・管路）の改築・
更新を行う。

継続 下水道課

3
合併浄化槽整備推進事業
（市設置型）

市が合併処理浄化槽を設置し、使用者から料金を徴収することにより、適切な維
持管理を行う。

継続

下水道課4 公営企業会計適用事業
平成３２年４月の法適用へ向け、基本計画・固定資産台帳整備・条例等改正な
ど、移行作業を行う。

継続



基本目標6

自然と共生し、潤いのある環境を未来につなぐまち

【環境分野】



基本目標６　資源循環型社会の形成【環境分野】

施策６－１　資源循環型社会の形成

【めざすまちの姿】

H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

2,291

944

1,347

3,000

0

3,000

41,800

0

41,800

143,303

48,598

94,705

※地方創生事業･･･「白河市みらい創造総合戦略」（平成27年10月策定）に基づく主要な事業について、総合戦略に掲げる「基本目標」と「具体的な施策」の番号を示している。以下同じ。

2 継続資源回収奨励金助成事業

道路河川課3 街灯LED化整備事業
二酸化炭素削減効果が高いLED照明の普及を促進することにより、二酸化炭素
排出量を抑制し低炭素社会の実現を図るため、市内の防犯灯LED化の整備を行
う。

新規

3ヵ年の事業計画
区分

地方創生
事業

担当課

ごみの減量化・資源化・再利用を推進するため、市民の自発的な資源回収活動
に対して、回収量に応じた奨励金を支給する。

環境保全課

　地球温暖化や資源の枯渇など地球全体の環境問題に対する意識が高まり、身近にできるごみの減量化・再資源化の
ための取り組みが定着することで、環境負荷の少ない資源循環型社会が形成されています。

1 拡充不法投棄対策事業（４地域）
不法投棄の監視パトロール業務、不法投棄の未然防止及び投棄廃棄物の撤去
を行う。

環境保全課

No 事業名 事業概要

環境保全課4
公共施設省エネ改修
モデル事業

「実行計画」に基づき、高効率のエアコン導入やＬＥＤへの更新などを計画的に行
い、国の地球温暖化対策計画に定められた公共施設の二酸化炭素排出量４０％
削減を目指す。

新規



基本目標６　資源循環型社会の形成【環境分野】

施策６－２　地域環境の保全

【めざすまちの姿】

H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

1,600

0

1,600

2,004

0

2,004

850

0

850

709

0

709

1,800

0

1,800

310

0

310

担当課No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分

　河川などの身近な環境保全や意識向上を図るための環境学習等の機会が充実するとともに、市民の環境保全活動へ
の参加意欲が高まることで、環境保全活動が活発に展開され、水と緑に恵まれた自然環境が保全されています。

1 継続 Ⅲ(4)
環境美化運動連絡協議会
運営事業（市民一斉清掃等）

市内一斉清掃や環境美化啓発活動等を行う環境美化運動連絡協議会に対し、
費用の一部を補助する。

地方創生
事業

環境保全課

3 継続 Ⅲ(1)環境水質監視調査事業 河川・湖沼等の水質環境の保全を図るため、水質測定調査を実施する。

環境保全課2 白河市保健委員会運営事業
保健・環境衛生の向上を図るため各町内会より推薦された保健委員の組織に対
し、事業に要する費用を補助する。

継続 Ⅲ(4)

環境保全課

環境保全課

静穏な生活環境を保持するため、環境騒音調査を実施する。 環境保全課

5 継続 Ⅲ(1)自動車騒音常時監視業務 静穏な生活環境を保持するため、自動車騒音調査を実施する。 環境保全課

4 継続 Ⅲ(1)環境騒音調査事業

6 新規 Ⅲ(1)景観まちづくり美化推進事業
白河実業高校と連携し、実習の中で環境及び景観に配慮したごみ集積ボックス
を製作してもらい、南湖に設置（2ヶ所）する。



基本目標６　資源循環型社会の形成【環境分野】

施策６－３　緑豊かで身近な自然環境の保全と創出

【めざすまちの姿】

H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

23

0

23

4,170

4,170

0

14,304

920

13,384

4,000

0

4,000

1,057

525

532

5,449

3,636

1,813

14,100

13,300

800

　多くの市民や観光客が集う魅力あふれる公園となっています。
　適切な地域緑化の推進が図られるとともに、森林や里山の保全・活用の促進により、緑豊かな自然環境が創出されて
います。

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画 地方創生

事業
担当課

1 ビャッコイ自生地保全事業
福島県天然記念物であり金山自然環境保全地域内にあるビャッコイ自生地を保
護し後世に引き継ぐため、策定した保全計画に基づき保全策を実施する。

継続 Ⅲ(1) 環境保全課

区分

文化財課

2 森林環境交付金事業
森林に対し理解を深め、守り育てる意識を育む取り組みとして、小中学生を対象
とした森林環境学習に対する補助や、県産材を活用した公共施設の建設や木製
机椅子などの物品を導入する。

継続 農林整備課

3 南湖公園保全整備事業
市民及び観光客が安心で安全な利用ができるよう環境の整備を図るとともに、豊
かな自然を後世に受け継ぐため、アカマツや桜木等の貴重な観光資源について
適正な維持管理を実施する。

継続 Ⅲ(1)

文化財課

4 南湖公園外来種駆除事業
景観の改善を図るとともに、公園内の環境保全に取り組むため、南湖内に繁茂し
ているヒシや外来種の駆除を行う。

継続 Ⅲ(1) 文化財課

5 南湖公園水質等保全調査事業
大学との共同研究事業として南湖公園の水質等の調査を実施し、南湖地域の環
境保全に取り組む。

継続 Ⅲ(1)

都市計画課

6
南湖公園内赤松等
維持管理事業

南湖公園内の赤松を良好な環境で後世に引き継ぐため、空中散布や伐倒駆除な
どにより松くい虫防除を行い、環境の保全を図る。

継続 Ⅲ(1)
文化財課
農林整備課

7 公園施設長寿命化対策事業 公園遊具長寿命化計画に基づき、公園遊具施設の改築・更新を実施する。 継続 Ⅱ(2)



基本目標7

地域のふれあいと支えあいでともに創るまち

【コミュニティ・行財政分野】



基本目標７　地域のふれあいと支え合いで共に創るまち【コミュニティ・行財政分野】

施策７－１　市民との協働による地域づくり

【めざすまちの姿】

H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

17,653

24

17,629

7,560

0

7,560

6,500

6,500

0

76,204

76,204

0

5,071

0

5,071

10,800

10,800

0

2,094

647

1,447

33,515

0

33,515

※地方創生事業･･･「白河市みらい創造総合戦略」（平成27年10月策定）に基づく主要な事業について、総合戦略に掲げる「基本目標」と「具体的な施策」の番号を示している。以下同じ。

農林整備課

7
いきいきカレンダー作成事業
（表郷・大信・東地域）

合併以前より各地域で実施していた事業であり、表郷・大信・東地域における各
種の行事等が掲載されたカレンダーを作成し、全世帯に配布することで、各地域
における住民がさまざまな年間行事を知ることができる情報ツールとして定着し
ている。

継続 生活防災課

8 農業用施設整備“結”支援事業
地域住民の協働活動の一環として、町内会が行うＵ字溝敷設や農業用施設の修
繕等に対し、原材料支給及びバックホウ等の機械を貸与し、農業用施設の保全
活動を促進させる。

継続 Ⅲ(4)

生活防災課

5 町内会連合会運営事業 町内会連合会の運営費を補助するとともに町内会活動を支援する。 継続 生活防災課

6 地域の底力再生事業
地域活動を活性化させコミュニティの強化を図るため、町内会がこれまで培って
きた「協働」、「伝統」、「融和」の力を活かして実施する自主的な活動及び防火訓
練、不法投棄回収等の環境美化活動を支援する。

継続 Ⅲ(4)

生活防災課

3
地域づくり活性化支援事業
（４地域）

地域の活力を育むため、地域特性を活かした自発的で独自性のある市民活動に
対し補助金を交付する。また、今年度から新たに高校生を対象とした補助枠を追
加し、若者の活動を支援する。

継続 Ⅲ(4) 生活防災課

4 集会所整備事業
建築基準法改正以前（S56)の集会所を中心に、地域コミュニティの活動拠点施設
となる集会所の整備を行う。

継続

企画政策課

地方創生
事業

担当課

1 地域おこし協力隊活用事業
「地方の活性化」に積極的な都市地域の人材を採用し、地場産品の開発や観光
振興などについてアイデアを出してもらい、新たな魅力の醸成と地域の活性化に
寄与する。

拡充 Ⅲ(4) 企画政策課

区分

2 まちづくり・ひとづくり事業
街なかの空き店舗を活用し、高校生を中心とした若者が集い、勉強会やボラン
ティア活動などができる拠点「コミュニティスペース」を整備すると共に、積極的な
コミュニケーションの機会を創造する。

継続 Ⅲ(4)

　市民団体やＮＰＯ法人等との連携や協働の取組みを積極的に進めることで、市民と行政のパートナーシップが強化さ
れ、市民活動が活発に行われています。
　幅広い年代がさまざまな地域活動に参加し、世代間交流が生まれ、地域へ愛着を持つ住民が増加し、特色ある地域
が形成されています。

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画



基本目標７　地域のふれあいと支え合いで共に創るまち【コミュニティ・行財政分野】

施策７－２　人権尊重・男女共同参画社会の推進

【めざすまちの姿】

H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

326

0

326

201

0

201

生涯学習スポーツ課2 女性団体活動育成支援事業 婦人会等の活動を尊重しながら女性の地位向上と活動を支援する。 継続

地方創生
事業

担当課

1 男女共同参画推進事業 男女共同参画社会の形成や意識の高揚を推進する。 継続 Ⅱ(2) 生涯学習スポーツ課

区分

　市民一人ひとりの人権意識が向上し、男女が互いに尊重し合える地域社会が実現されています。

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画



基本目標７　地域のふれあいと支え合いで共に創るまち【コミュニティ・行財政分野】

施策７－３　多様な交流と連携の推進

【めざすまちの姿】

H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

64

0

64

40

0

40

142

0

142

3,702

3,702

0

32

0

32

25,536

25,536

0

1,409

1,409

0

12,800

2,700

10,100

企画政策課7 定住・二地域居住推進事業
定住・二地域居住を促進するため、より積極的な情報発信を行っていくほか、こ
れを実現する上で有効な「お試し居住」を実施する。

継続 Ⅲ(2)

企画政策課6 宅地分譲地販売促進事業
未分譲となっている区画について、売買契約後、１年以内に住宅を建築した場合
により、助成金を交付することにより、販売を促進する。

継続 Ⅲ(2)

企画政策課

5 ＦＩＴ構想推進協議会参画事業
福島(F)・茨城(I)・栃木(T)の3県の県際地域(那須岳・八溝山を中心とする地域)
が、これまで培ってきた交流・連携をもとに広域交流圏としてのさらなる発展を目
指す。

継続 企画政策課

4 国際交流協会事業
市民の国際化・国際理解などを推進するため、中学生海外派遣事業、イベント
「コンピエーニュDAY」、市内在住外国人との交流事業などを実施する。

継続

秘書広報課

3 埼玉県戸田市交流事業 友好都市である埼玉県戸田市との交流事業を行う。 継続 秘書広報課

2 埼玉県行田市交流事業 友好都市である埼玉県行田市との交流事業を行う。 継続

地方創生
事業

担当課

1 三重県桑名市交流事業 友好都市である三重県桑名市との交流事業を行う。 継続 秘書広報課

区分

　国際交流や都市間交流を通して多様な価値観を認めあい、地域の良さを再認識し、文化の薫り高い魅力ある都市が
形成されています。
　定住人口と交流人口のバランスのとれた都市空間が形成されています。

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

建築住宅課8
来て「しらかわ」
住宅取得支援事業

県外から市内へ・市外から市内への移住する世帯に対して、住宅取得に要する
費用の一部を助成し、若年・子育て世帯への支援、住環境の向上、移住・定住の
促進を図る。

継続 Ⅲ(2)



H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

地方創生
事業

担当課区分No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

237

0

237

企画政策課9
第2期しらかわ地域定住自立圏
共生ビジョン策定事業

県南9市町村が「しらかわ地域定住自立圏」を形成し、圏域内の人口拡大による
地域活力の向上と将来にわたって持続可能な圏域作りを推進するため、圏域の
将来像や具体的な取り組み内容を定めた「しらかわ地域定住自立圏共生ビジョ
ン」の計画期間が平成31年度で満了となることから、新たに5ヵ年（H32～H36）計
画を策定する。

新規



基本目標７　地域のふれあいと支え合いで共に創るまち【コミュニティ・行財政分野】

施策７－４　開かれた市政の推進

【めざすまちの姿】

H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

15,081

6,489

8,592

687

0

687

65

0

65

3,598

0

3,598

243

0

243

企画政策課5
図柄入り白河ナンバー
導入事業

広域的な地域振興、観光振興を促進するため、走る広告塔として効果の高い図
柄入り白河ナンバーを西白河郡4町村とともに導入するため、必要な手続き、周
知活動等を行う。

継続 Ⅲ(3)

企画政策課
秘書広報課

3
「白河市公式ホームページ」
管理運営事業

市のホームページの管理・運営を行う。 継続 Ⅲ(3) 秘書広報課

4 シティプロモーション推進事業
シティプロモーション基本方針に基づき、シビックプライド（市民の愛着・誇り）の醸
成やシティセールスによる白河の認知度アップを図り、関係人口の増加へとつな
げる。

拡充 Ⅲ(3)

秘書広報課

地方創生
事業

担当課

1 広報白河発行事業 毎月1日に「広報白河」を発行する。 継続 Ⅲ(3) 秘書広報課

区分

2 ふるさと大使事業
本市に縁のある方々に「しらかわ大使」を委嘱し、全国に向けて本市をＰＲする活
動を依頼するとともに、市政に関する助言や情報提供を受ける場を設ける。
また、しらかわ大使を講師に講演会等を開催する。

継続 Ⅲ(3)

　必要な情報や市政の動きが広報紙やホームページを通して分かりやすく伝えられています。
　市民の声を的確に把握し、政策形成過程で市民参画が推進されています。
　市の保有する情報が適正に管理され、情報公開等の相談や請求に対して迅速に対応することで市政の信頼性が高ま
り、透明性が確保されています。

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画



基本目標７　地域のふれあいと支え合いで共に創るまち【コミュニティ・行財政分野】

施策７－５　効果的・効率的な行政運営の推進

【めざすまちの姿】

H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

-

-

-

373

0

373

7,572

0

7,572

299

0

299

地方創生
事業

担当課

　限られた行政資源の有効活用を図りながら、最少の経費で最大の効果を挙げる行政運営が行われています。
　市民の立場に立った質の高い行政サービスが提供されています。

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分

企画政策課
経営改革推進室

2 行政改革推進事務 行政改革推進委員会の運営、行政改革プランの推進・進行管理を行う。 継続 経営改革推進室

1 白河市総合計画進行管理事務
毎年度ローリング方式により実施計画を策定するほか、成果を重視し、住民満足
度を向上させるため、総合計画に位置づけられている施策などの事業を評価す
る。

継続

企画政策課

総務課3 職員研修事業
地域の様々な行政課題に迅速かつ的確に対応できる人材を育成するため、多様
な研修機会を創出する。

継続

4
第2期白河市みらい創造
総合戦略策定事業

本市の人口減少や地域経済の縮小といった課題を解決するための具体的な方
向性や目標を定めた「白河市みらい創造総合戦略」が、平成31年度で計画期間
の満了を迎えることから、本計画の効果を検証するとともに、新たに5ヵ年計画
（H32～H36）を策定する。

新規



基本目標７　地域のふれあいと支え合いで共に創るまち【コミュニティ・行財政分野】

施策７－６　健全な財政運営の推進

【めざすまちの姿】

H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

-

-

-

386

386

0

4,292

4,292

0

242

0

242

15,411

0

15,411

5 ふるさと納税取扱事務
市外にお住まいの方からふるさと納税として寄附を募り、寄附のお礼として地場
産品を送付するほか、寄付金の使い道をＰＲすることで、市の施策・魅力発信を
図る。

継続 Ⅲ(3) 企画政策課

財政課

3 減債基金管理事務
後年度の公債費負担を軽減するため、基金を活用するとともに、毎年度一定額を
積み立てる。

継続 財政課

4 遊休市有地公売事業 市として利用計画の無い財産を売却し、自主財源の確保を図る。 継続

財政課

地方創生
事業

担当課

1 財政計画に基づく財政運営
財政計画に基づき、安定した自主財源の確保や事務事業の見直しを推進するこ
とで、健全な財政運営に努める。

継続 財政課

区分

2 財政調整基金積立金
安定的な財政運営を行うため、基金を活用するとともに、毎年度一定額を積み立
てる。

継続

　市民協働を推進し、全職員共通の認識のもと、事務事業の見直し及び選択と集中による効果的な予算配分を図るとと
もに、自主財源の確保に努めることで、将来にわたり持続可能な自治体経営が実現しています。

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画



重点戦略プラン

重点戦略プラン１　安定した雇用をつくる

重点戦略プラン３　新しい人の流れをつくる

重点戦略プラン２　若い世代の結婚・出産・子育ての希望を
　　　　　　　　　　　　かなえる



（１）地域企業への支援強化と企業誘致の推進
事業名 事業概要 担当課

産業プラザ運営事業

産業プラザ（産業支援センター及び人材育成セ
ンター）を拠点として、地域企業の経営相談、企
業間連携の推進、農商工連携、起業家支援な
どの産業支援事業やものづくり技術講習など
の人材育成事業を産業サポート白河に委託す
る。また、職業訓練校にて行っていたIT人材育
成事業を併せて委託する。

商工課

企業立地奨励金事業
本市に工場又は事業所を新設・増設する事業
者に対し、奨励金を交付することにより、産業
の振興と雇用機会の拡大を図る。

商工課

会津大学産業関連
交流事業

産業の振興を図るため、会津大学と相互に連
携して、地域企業の底上げ、人材の育成及び
人材確保と創業の推進を図る。

商工課

移住者支援就業促進
事業

東京23区に勤務していた方が、市内に移住し
就職する場合に、新たな生活に必要となる資金
を支援することにより、地域の中小企業等にお
ける担い手不足の解消を図る。

商工課

（２）若者の地元定着の推進
事業名 事業概要 担当課

ＵＩＪターン就活促進
事業

SNS等を活用して情報発信をするとともにＵＩＪ
ターン希望者への交通費等の就活支援を行う
ことにより、地元企業の人材不足解消と定住及
び就職の促進を図る。

商工課

若者Ｕターン・地元定着
促進事業

地元中小企業の経営基盤安定を目的とした人
材不足対策（求人の掘り起こし、ＵＩＪターン促
進、インターンシップ受入整備など）や事業継承
対策、知的財産活用などの業務を産業サポー
ト白河に委託する。

商工課

重点戦略プラン1 安定した雇用をつくる

【基本的な方向性】

地元企業の経営基盤の強化や生産性の向上に加え企業誘致を推進することで、「相応の賃金」＋「安定
した雇用形態」＋「やりがい」といった、誰もが安心して働くことができる質の高い雇用の創出・確保
に努めます。
また、企業間連携や異業種間連携の推進、高付加価値商品の開発、事業承継の円滑化など、地域経済に
新たな価値を生み出す取組を積極的に推進します。

本市で暮らす全ての方、特に若者や女性が安心して働くことができる魅力ある雇用を創出します。

【戦略プロジェクト】

基本施策№
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（３）白河の強みを発揮した新たな産業の創出
事業名 事業概要 担当課

創業者支援事業

地域経済の循環による地域活性化のため、起
業にチャレンジしたい女性・若者等の創業希望
者及び創業者、事業継承を機会に新分野に挑
戦する等の第二創業者に対して支援を行い、
創業による新たなビジネスや雇用の創造を図
る。

商工課

創業支援資金融資
制度事業

創業者を対象とした運転資金及び設備資金の
融資あっせんを行うため、その資金を指定金融
機関に預託するとともに、信用保証料を補助す
る。

商工課

しらかわ地域ものづくり
高度化・海外展開促進
事業

地元企業の競争力を強化するため、地域資源
や地域産業の強み（金属、電子・電気、食品
等）を生かした「ものづくりの高度化」や「海外展
開」などについて、専門家によるきめ細やかな
支援（伴走型支援）を行う。

商工課

コワーキングスペース
「らくり」事業

創業を目指す方などに手軽なワーキングス
ペース「らくり」を提供するとともに、伴走型で支
援することにより市内での創業を後押しする。

商工課

（４）農業の魅力向上による雇用の場の創出
事業名 事業概要 担当課

水田経営安定助成
事業

需要に応じた米作りを推進し農家の所得安定
を図るため、市が定める奨励作物への作付転
換と加工用米の作付拡大を促進するため、こ
れらの作付けに対して助成する。

農政課

白河の大地が君を
待つ！就農全力
バックアップ事業

全国的に広がる田園回帰の流れを着実に捉
え、新規就農及び移住・定住を促進するため、
充実した就農相談体制を継続するとともに、就
農フェアへの参加や収穫体験を実施する。

農政課

農業次世代人材投資
事業

農業の担い手確保と就農後の定着を図るた
め、人・農地プランに中心となる経営体として位
置付けられている原則45歳未満の独立・自営
就農者（認定新規就農者）に対し資金を交付す
る。

農政課

がんばる新規就農者
支援事業

認定新規就農者が安定的かつ計画的に営農
に臨めるよう、就農計画書、青年等就農計画書
等において経営規模目標を達成するために必
要な施設設備や機械購入等の経費の一部を
補助する。

農政課

基本施策№
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事業名 事業概要 担当課

農畜産物６次化・
ブランド化推進事業

農畜産物の付加価値を高めて農業所得の向上
を図るため、本市農畜産物を活用した新たな商
品開発、販路開拓等の取組を支援し、６次産業
化及びブランド化を推進する。また、白河ブラン
ドの認知度向上や購入者の拡大、購入者の声
を聞くため、アンケート調査を実施する。

農政課

白河市産米の消費
拡大及び魅力発信
事業

白河市産米の安定的な需要確保及び地産地
消の推進による消費拡大を図ることを目的に、
米の販売促進活動に加えて実際に白河市産米
に触れる機会の創出・誘導を図りながら、地域
ブランドの確立に向けて、米以外の農畜産物や
歴史・文化などの地域資源と共に白河市産米
の魅力を発信する。

農政課

白河市人・農地相談
センター運営事業

農業に関する様々な相談に対応するため、知
識・経験を有した「専門相談員」を設置し、ＪＡや
土地改良区など関係機関と連携しながら総合
的な農業者支援を行う。

農政課

しらかわ型農地利用
集積推進事業

農地中間管理機構を通して、農地集積・規模拡
大を行った農業者等（受け手）に対し規模拡大
の意欲向上を図るとともに営農継続を支援する
ため、集積面積に応じて協力金を交付する。

農政課

農業の未来をつくるス
マート農業推進事業

スマート農業を推進するため、農作業における
省力・軽労化や、栽培技術の集積によるスムー
ズな継承等を行う農業者への支援として、機械
購入費用等を補助する。

農政課3-3
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（１）若者のニーズに応じた婚活支援
事業名 事業概要 担当課

「ふれあいの場」
創出事業

少子化問題への解決策として、県南地域の独
身男性を対象に県南９市町村で連携し、結婚
支援事業を行う。「世話やき人」の発掘、育成及
び企業間婚活支援など、今までの事業をさらに
進めた事業展開を行う。

生活防災課

友好都市観光婚活事
業

友好都市である戸田市の独身女性を招待し観
光婚活ツアーを実施することで、当市の魅力で
ある自然や歴史・文化の体験を通して都市間
交流の促進を図るものである。
　加えて、当市の独身男性が戸田市の女性を
エスコートすることで、男女の出逢いの機会を
創出し、結婚支援や少子化対策など、これから
の地方都市の課題解決に向けたパートナーと
して、これまで以上に友好都市としての連携を
図る。

生活防災課

（２）出産・子育てしやすい環境の整備
事業名 事業概要 担当課

予防接種事業

定期接種及び定期外である「おたふくかぜ」、
「ロタウイルス」及び「妊娠希望者等の風しん」
のワクチン接種等を実施し、費用負担の軽減と
子育てしやすい環境づくりを図る。また、風しん
抗体検査の対象者を抗体保有率の低い３０～
５０代男性に拡大する。

健康増進課

すこやか相談・発達
支援事業

保育園・幼稚園の４歳児を対象に「すこやか相
談会」を実施し、保護者の子育てに関する悩み
や心配事に応じるとともに、相談会後のフォ
ローアップに努め継続的な支援を行う。さらに、
発達の遅れの可能性がある乳幼児を対象に、
発達支援教室の開催（一部委託）や医師による
発達相談会、保育園・幼稚園の巡回相談を実
施して育児不安を軽減し健やかな発達支援の
充実を図る。

こども支援課

2-3

基本施策№

2-3

重点戦略プラン2 若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

【基本的な方向性】
生活を支える「しごと」の確保とともに、基本的な学習や本市が持つ歴史や伝統・文化、自然、食など
の魅力を教え伝えることに総力を挙げることで、地域への愛着と誇りを持った人材を育み、若者の定着
や回帰を促します。
また、「ひと」と「ひと」の「つながり」の重要性を再認識し、多様な価値観を互いが認め、助け合
い・共存できる環境を整えることで、地域の中で誰もが安心して結婚・妊娠・出産・子育てができる社
会の実現を図ります。

家族構成の変化や共働きの増加など、多様化するライフスタイルに対応することで、若い世代の結婚・
出産・子育ての希望をかなえます。

【戦略プロジェクト】

基本施策№
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事業名 事業概要 担当課

小児平日夜間救急
医療事業

子どもの健康を守り、安心して子育てができる
環境の向上に資するため、夜間における小児
初期救急医療体制の整備充実を図る。

健康増進課

医療機関新規開業
支援事業

安心して暮らせる医療体制を確保するため、不
足する小児科又は在宅療養診療所を新たに市
内で開業する医師に対して奨励金を支給する。

健康増進課

地域子育て支援拠点
事業

乳幼児とその保護者が気軽に集い、語り合い、
交流する場を設け、必要に応じて育児相談や
子育て情報の提供を行うことにより、子育てを
支援する。

こども支援課

こども医療費助成事業
児童の健全な育成と更なる福祉の増進を図る
ため、出生から18歳までの入院・外来に係る医
療費の保険診療分一部負担金を助成する。

こども支援課

病児保育事業

保護者の育児への負担軽減を図るため、病気
の治療中または回復期にあり、保育園や家庭
での保育が困難な子どもを一時的に預かる病
時保育施設を平成31年4月より運営する。

こども育成課

待機児童対策事業
（白河保育園施設
整備）

保育施設の待機児童を解消するため、白河保
育園（事業主体：白河市社会福祉協議会）の移
転改築（定員60人⇒120人）に対し、事業費の
一部を補助する。  ※2か年（H30～H31）事業

こども育成課

待機児童対策事業
（認定こども園熊田学園
施設整備）

学校法人熊田学園（須賀川市）が実施する幼
保連携型施設（認定こども園）の新設に対し
て、建設費の一部（保育園施設整備分）を補助
する。（31年度は30%）

こども育成課

認定こども園整備事業

学校法人熊田学園（須賀川市）が実施する幼
保連携型施設（認定こども園）の新設に対し
て、事業費の一部（幼稚園施設整備分）を補助
する。（31年度は30%）

こども育成課

子どもの居場所づくり
支援事業

ひとり親家庭を含む高校生以下の子どもを対
象に、子どもが集まる居場所をつくり、悩み相
談、基本的な生活習慣の習得支援、学習支援
及び食事の提供等を行うことで、子どもの生活
向上を図る。

こども支援課

ひとり親家庭ジョブ
サポート事業

ひとり親家庭の親に対して、生活の安定と自立
のために寄り添う「就業支援専門員」を配置し、
就業支援体制を確保する。

こども支援課
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事業名 事業概要 担当課

ひとり親家庭キャリア
アップ応援貸付事業

資格取得のために養成機関で修業中のひとり
親家庭の親に対して、生活費月5万円（子ども
の人数による加算有り）を貸し付けるとともに、
修業終了後、一定の条件を満たした場合には
その返還を免除し、経済的自立を支援する。

こども支援課

多子世帯給食費負担
軽減事業

子育てしやすい環境を充実させるため、18歳以
下の兄弟姉妹のうち、義務教育を受けている第
3子以降の児童生徒を対象に学校給食費を全
額助成する。

健康給食推進室

保育士確保対策事業

民間保育園等の保育士不足に対応するため、
人材派遣会社の紹介により保育士を採用する
際の紹介料に相当する額を補助する。また、保
育園、認定こども園の増築・新築を行い、開園
準備のため事前に保育士を確保した場合の賃
金の一部を補助する。

こども育成課

人材確保・組織体制
強化事業
（保育体制・保育補助
者雇上強化事業）

保育の受け皿拡大に必要となる保育人材の確
保及び保育士の負担軽減を図るため、保育支
援者及び保育補助者の雇用に必要な経費の
一部を補助する。

こども育成課

白河っ子すくすく
赤ちゃんクーポン券
支給事業

未来を担う子どもの健やかな成長を願い、経済
的負担を軽減（おむつ、おしりふき、ゴミ袋等と
交換できる3万円分のクーポン券を0歳児と1歳
児に交付）することで、安心して子育てができる
環境を整備する。

こども支援課

子どもに係る国民健康
保険税の減免事業

子育て世代の負担軽減を図るため、子ども（18
歳以下）に係る国民健康保険税均等割を全額
免除する。

国保年金課

白河市新婚生活
スタート応援事業

若年・低所得の新婚世帯に対して、結婚に伴う
新生活のスタートアップに係る経費（住居の購
入費、家賃、引越費用等）を補助し、定住促進
及び少子化対策の支援を図る。

建築住宅課

ひがし保育園建設事業

ひがし保育園（昭和60年度建築）が地盤沈下に
より建物に歪みが生じ、適切な保育環境を確保
することが困難な状況であることから、、隣接す
る幼稚園預かり保育施設を解体し保育園と預
かり保育施設を移転改築（定員55名→60名）す
る。平成33年1月の開園を目指して実施する。

こども育成課
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事業名 事業概要 担当課

（仮称）マイタウンわく
わくパーク管理運営
事業

中心市街地の賑わい創出及び子育て支援の
推進を図るため、市民の交流拠点であるマイタ
ウン白河４階に設置した屋内遊び場の管理・運
営を行う。

まちづくり
推進課

奨学資金貸与事業

経済的理由により修学が困難である者に対し
奨学資金を貸与し、教育の機会均等を図るとと
もに、一定の要件に基づき返還金の一部を免
除し、若者支援と定住促進を図る。

教育総務課

人材育成奨学金給付
事業

学習意欲が高く成績が優秀でありながら、経済
的理由により修学が困難と認められる学生に
対し、奨学資金を給付し有能な人材を育成す
る。

教育総務課

学校支援活動事業

地域と学校の調整役として「地域コーディネー
ター」を配置し、地域と学校が連携して行事など
を行うことにより、地域の大人や教員が子ども
達と向き合う機会を増やし、地域教育力の向上
を図る。

教育総務課

三世代同居等支援
事業

市内での三世代同居等を新たに始める世帯に
対して、住宅の取得や増改築リフォームに要す
る費用の一部を助成し、子育てや高齢者支援、
住環境の向上、定住の促進等を図る。

建築住宅課

（３）社会を生き抜く力を育む教育の充実
事業名 事業概要 担当課

部活動指導充実事業

福島県教職員多忙化解消アクションプランに基
づき、中学校部活動指導において単独で部活
動の指導や大会・練習試合等の引率が出来る
部活動指導員を配置し、顧問教員の負担の軽
減を図るとともに、教員が生徒と向き合う時間
や教材研究、授業準備の時間を確保すること
により、授業の充実につなげる。

学校教育課

学校図書館利活用
推進事業

市立図書館と連携して学校司書を配置し、学校
図書館を有効活用することにより読書の機会を
増やし、子どもの豊かな心を育むとともに学力
向上を図る。平成３１年度に１名の司書を配置
し、全ての小中学校への配置を完了する。

学校教育課

白河の歴史文化
再発見事業

小峰城等の史跡や指定文化財、中山義秀記念
文学館の見学、松平定信公の業績などを学ぶ
ことにより、白河の歴史や文化について知識を
深め、郷土に対する愛着や誇りを醸成する。

学校教育課

5-3

基本施策№

3-1

4-1

4-1

4-1

4-1

4-1

4-2

基本施策№



事業名 事業概要 担当課

土曜学習推進事業

希望する小・中学生を対象として、土曜日に自
主的な学習の場を提供することにより、児童の
学習意欲を向上させる。（６つの中学校区にお
いて実施）

学校教育課

ＩＣＴ教育環境整備事業
（小・中学校）

ＩＣＴを最大限に活用した２１世紀にふさわしい
学びの創造を目指し、電子黒板の導入や校務
用ＰＣの更新などを計画的に実施する。

学校教育課

白河第二中学校
建設事業

白河第二中学校は、建築後４３年から５６年を
経過し、建物本体及び各種設備等の老朽化が
著しいことから、平成２９年度に引き続き改築に
向けて基本設計を実施するとともに、実施設
計、造成設計等の委託業務を実施し、工事着
工へ向けた準備を行う。

教育総務課

キッズシアター
（演劇教室）開催事業

質の高い本物の舞台芸術を鑑賞することによ
り、子どもたちの豊かな感性や想像力を育み、
情緒豊かな児童の育成を図る。

生涯学習スポーツ課

舞台芸術鑑賞授業
開催事業

中学生に質の高い舞台芸術の鑑賞機会を提
供することにより、豊かな感性や想像力を育
み、創造性豊かな人間形成を図る。

生涯学習スポーツ課

図書・視聴覚資料等
整備事業

市民の要望等に対して多くの図書資料を提供
し、充実を図るとともに、こどもの本や大活字本
などきめ細かい蔵書や視聴覚資料の整備を図
る。

図書館

市民オーケストラ
設立準備事業

文化芸術レベルの向上と文化活動を通じた交
流や人づくりを推進するため、市民オーケストラ
の設立に向け、準備委員会等を立ち上げ、参
加者・練習場所・指導者・発表会等について協
議する。

文化振興課

文化振興補助事業

市内に活動の拠点を有し、音楽・美術・演劇・民
俗芸能等の文化活動を行う団体、または個人
が、その活動を広く市民に発表する事業、県内
外で行われる発表会等への参加、文化財の保
護、次世代の育成や他団体との交流等の取組
みに対し補助金を交付する。

文化振興課

白河文化交流館コミネ
ス管理運営事業

文化芸術の振興拠点として、また、市民相互の
交流活動拠点としての役割を果たすため、効果
的・効率的な運営及び施設管理を行うともに、
多彩で質の高い自主事業を企画・運営する。

文化振興課

4-1

4-3

4-2

4-2

4-1

4-4

4-1

基本施策№

4-4

4-4



事業名 事業概要 担当課

文化創造推進事業

創造的な舞台芸術事業を積極的に行うととも
に、舞台芸術に関心のある市民層の開拓や、
地域の文化芸術事業に主体的に関わる人材
の育成を図る。

文化振興課

しらかわ駅伝競走大会
開催事業

「駅伝のまち　しらかわ」を全国にアピールする
とともに、駅伝を通した交流を深めることを趣旨
として、しらかわ駅伝競走大会を開催する。

生涯学習スポーツ課4-4

4-4

基本施策№



（１）地域資源を活用した観光の振興
事業名 事業概要 担当課

しらかわキャラ市
支援事業

「ご当地キャラ（ゆるキャラ）」のイベントを開催
し、来場者に本市、本県の魅力を発信するとと
もに、交流人口の増加と地域経済の活性化を
図る。

観光課

サイクルツーリズム
推進事業

商工会議所青年部や青年会議所において自転
車イベントが開催されるなど、自転車を活用し
た地域活性化の機運が高まっていることから、
西郷村及び那須町と連携し、サイクリング環境
を整備するとともに、各種イベント等を実施す
る。

観光課

アジアンインバウンド
誘致事業

４月より福島空港との定期チャーター便の運行
が始まる台湾を中心に、アジア諸国をターゲッ
トに電子書籍の活用やモニターツアーなどでＰ
Ｒし、本市へのインバウンドを拡大させる。

観光課

「福が満開、福のしま。」
ふくしま観光キャンペー
ン推進事業

県南９市町村が連携し、様々な観光誘客事業
を展開する。

観光課

フィルムコミッション
事業

首都圏からの交通の便が良く歴史的建造物が
多くあるなど本市の優位性を活かし、映画等の
撮影を誘致することにより、観光や文化の振興
及び地域活性化に繋げる。

観光課

小峰城歴史館特別
企画展開催事業

白河を治め小峰城を居城とした歴代藩主７家
21代にまつわる歴史資料や美術品を一堂に集
め、白河の歴史や各藩主の業績や華麗な武家
の文化を紹介する。

文化財課

基本施策№

3-4

3-4

3-4

3-4

4-5

3-4

重点戦略プラン3 新しい人の流れをつくる

【基本的な方向性】

「しごと」と「ひと」の創生を図るとともに、市民が主体となったまちづくりを進めることで、個性的
で活気と活力に満ちた地域社会の実現を図ります。
また、都市機能の集積や既存ストックの有効活用、拠点間を有機的に結ぶネットワークの再構築、圏域
をまたぐ広域的な機能連携など、中長期的視点に立った持続可能なまちづくりを進めます。

本市の知名度・認知度アップや観光振興による交流人口の増加を図るとともに、大都市（特に首都圏）
に在住する移住希望者等に対し本市の魅力を積極的に発信することで、本市への新しいひとの流れをつ
くります。

【戦略プロジェクト】



事業名 事業概要 担当課

小峰城跡史跡整備
事業

整備基本計画に基づき、帯曲輪跡の園路・園
地の設計、園路整備工事等を実施する。

文化財課

南湖公園史跡整備
事業

史跡名勝「南湖公園」を良好な状態で後世に継
承するため、整備基本計画に基づき北東湖岸
の測量設計を実施する。

文化財課

小峰城跡石垣修復整
備事業

石垣の孕みや目地の開きがある箇所の修復工
事を実施する。

文化財課

景観まちづくり支援事
業

市民が中心となる景観まちづくり協議会の設立
から景観まちづくり協定の締結に至るまでの取
り組みを支援するとともに、景観まちづくり協定
締結団体が市の景観形成に寄与する活動を支
援する。

都市計画課

歴史的風致形成
建造物保存修景事業

歴史まちづくり法に基づき、「歴史的風致形成
建造物」として指定した建造物の改修等に係る
費用の一部を補助することにより、歴史的価値
のある建造物の保存を図る。

まちづくり
推進課

街路事業（交付金）

国道２９４号バイパスと接続し、城山公園、文化
交流館（コミネス）北側駐車場へとアクセスする
「市道城山線」を整備するため、改良舗装工
事、用地補償等を行う。

都市計画課

景観まちづくり美化
推進事業

白河実業高校と連携し、実習の中で環境及び
景観に配慮したごみ集積ボックスを製作しても
らい、南湖に設置（2ヶ所）する。

環境保全課

南湖公園外来種駆除
事業

景観の改善を図るとともに、公園内の環境保全
に取り組むため、南湖内に繁茂しているヒシや
外来種の駆除を行う。

文化財課

南湖公園水質等保全
調査事業

大学との共同研究事業として南湖公園の水質
等の調査を実施し、南湖地域の環境保全に取
り組む。

文化財課6-3

6-2

6-3

5-1

4-5

4-5

4-5

5-1

5-2

基本施策№



事業名 事業概要 担当課

南湖公園内赤松等
維持管理事業

南湖公園内の赤松を良好な環境で後世に引き
継ぐため、空中散布や伐倒駆除などにより松く
い虫防除を行い、環境の保全を図る。

文化財課
農林整備課

（２）移住・定住の促進
事業名 事業概要 担当課

白河市新婚生活
スタート応援事業

若年・低所得の新婚世帯に対して、結婚に伴う
新生活のスタートアップに係る経費（住居の購
入費、家賃、引越費用等）を補助し、定住促進
及び少子化対策の支援を図る。

建築住宅課

まちなか居住支援事業

中心市街地への居住促進を図るため、中心市
街地内に一定の基準を満たした集合住宅を新
たに建設する事業者に対し、その事業費の一
部を補助するとともに、民間賃貸住宅に居住す
る一定の要件を満たした子育て世代に対し、そ
の家賃の一部を補助する。

まちづくり
推進課

移住者支援就業促進
事業

東京23区に勤務していた方が、市内に移住し
就職する場合に、新たな生活に必要となる資金
を支援することにより、地域の中小企業等にお
ける担い手不足の解消を図る。

商工課

ＵＩＪターン就活促進
事業

SNS等を活用して情報発信をするとともにＵＩＪ
ターン希望者への交通費等の就活支援を行う
ことにより、地元企業の人材不足解消と定住及
び就職の促進を図る。

商工課

奨学資金貸与事業

経済的理由により修学が困難である者に対し
奨学資金を貸与し、教育の機会均等を図るとと
もに、一定の要件に基づき返還金の一部を免
除し、若者支援と定住促進を図る。

教育総務課

白河・金沢・東京共同
制作オペラ事業

コミネス、金沢歌劇座及び東京芸術劇場の３館
が共同で「ヴェルディ作/歌劇『ラ・トラヴィアータ
（椿姫）』」を新しい解釈や著名な演出家による
演出を用いたオリジナリティ溢れるオペラ舞台
に仕上げ上演する。

文化振興課

三世代同居等支援
事業

市内での三世代同居等を新たに始める世帯に
対して、住宅の取得や増改築リフォームに要す
る費用の一部を助成し、子育てや高齢者支援、
住環境の向上、定住の促進等を図る。

建築住宅課

6-3

基本施策№

基本施策№
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4-4

5-3
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事業名 事業概要 担当課

空き家対策事業

空き家の利活用を促進することで、良好な住環
境の確保を図るため、空家バンクの運営や空
家の改修費補助、老朽空家の解体費補助によ
り空家の解消に取り組む。また、行政・不動産
取引業・法務・建築・融資等、各専門分野の団
体で構成する「空家等利活用促進対策協議会」
による合同空き家相談会等を実施する。

まちづくり
推進課

循環バス運行事業
市民の日常生活に必要な地域公共交通を確保
するため、白河市循環バスや表郷、大信、東の
各地域巡回バスを運行する。

企画政策課

地域公共交通総合
連携事業

平成29年度に策定した「地域公共交通網形成
計画」に基づき、効率的・効果的で持続可能な
地域公共交通体系を整備するため、地域巡回
バスの検証や高齢者等へのタクシー利用女性
の実証実験を実施する。

企画政策課

定住・二地域居住
推進事業

定住・二地域居住を促進するため、より積極的
な情報発信を行っていくほか、これを実現する
上で有効な「お試し居住」を実施する。

企画政策課

来て「しらかわ」
住宅取得支援事業

県外から市内へ・市外から市内への移住する
世帯に対して、住宅取得に要する費用の一部
を助成し、若年・子育て世帯への支援、住環境
の向上、移住・定住の促進を図る。

建築住宅課

（３）戦略的なシティプロモーションの展開
事業名 事業概要 担当課

芭蕉白河の関俳句賞

市民に地域の文化的資源を再認識してもらうと
ともに文化力の向上を図り、また、歴史、史跡
を中心とした白河の魅力を全国にPRし、交流
人口の増加につなげるため、全国から俳句を
募集する。併せて俳句教室、講演会も開催す
る。

文化振興課

白河文化交流館開館
３周年記念事業

平成３１年１０月にコミネスが開館３周年を迎え
ることを記念し、NHKのど自慢の公開放送、
NHK交響楽団白河特別公演、日露交歓コン
サートを開催する。

文化振興課

仁の心ふるさと継承
・交流事業

戊辰戦争の歴史的意義や、白河の人々が戦死
者を分け隔てなく弔った「仁の心」を次世代に継
承するため、「白河踊り」が交流の架け橋となっ
た山口県萩市との交流事業などを実施する。

文化振興課

5-4

7-3

7-3

5-3

4-4

4-4

4-4

基本施策№
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基本施策№



事業名 事業概要 担当課

ふるさと大使事業

本市に縁のある方々に「しらかわ大使」を委嘱
し、全国に向けて本市をＰＲする活動を依頼す
るとともに、市政に関する助言や情報提供を受
ける場を設ける。
また、しらかわ大使を講師に講演会等を開催す
る。

秘書広報課

シティプロモーション
推進事業

シティプロモーション基本方針に基づき、シビッ
クプライド（市民の愛着・誇り）の醸成やシティ
セールスによる白河の認知度アップを図り、関
係人口の増加へとつなげる。

企画政策課

図柄入り白河ナンバー
導入事業

広域的な地域振興、観光振興を促進するた
め、走る広告塔として効果の高い図柄入り白河
ナンバーを西白河郡4町村とともに導入するた
め、必要な手続き、周知活動等を行う。

企画政策課

ふるさと納税取扱事務

市外にお住まいの方からふるさと納税として寄
附を募り、寄附のお礼として地場産品を送付す
るほか、寄付金の使い道をＰＲすることで、市の
施策・魅力発信を図る。

企画政策課

（４）市民協働の推進と外部人材の積極活用
事業名 事業概要 担当課

学生チャレンジショップ
事業

将来を担う人材の育成と中心市街地の賑わい
創出のため、マイタウン白河において地元高校
生による「農産物等販売会」を定期的に開催す
る。

まちづくり
推進課

市民オーケストラ設立
準備事業

文化芸術レベルの向上と文化活動を通じた交
流や人づくりを推進するため、市民オーケストラ
の設立に向け、準備委員会等を立ち上げ、参
加者・練習場所・指導者・発表会等について協
議する。

文化振興課

地域おこし協力隊
活用事業

「地方の活性化」に積極的な都市地域の人材を
採用し、地場産品の開発や観光振興などにつ
いてアイデアを出してもらい、新たな魅力の醸
成と地域の活性化に寄与する。

企画政策課

まちづくり・ひとづくり
事業

街なかの空き店舗を活用し、高校生を中心とし
た若者が集い、勉強会やボランティア活動など
ができる拠点「コミュニティスペース」を整備する
と共に、積極的なコミュニケーションの機会を創
造する。

企画政策課7-1

7-4

7-6

基本施策№
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4-4

3-1

7-4

基本施策№
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事業名 事業概要 担当課

地域づくり活性化支援
事業（４地域）

地域の活力を育むため、地域特性を活かした
自発的で独自性のある市民活動に対し補助金
を交付する。また、今年度から新たに高校生を
対象とした補助枠を追加し、若者の活動を支援
する。

生活防災課

地域の底力再生事業

地域活動を活性化させコミュニティの強化を図
るため、町内会がこれまで培ってきた「協働」、
「伝統」、「融和」の力を活かして実施する自主
的な活動及び防火訓練、不法投棄回収等の環
境美化活動を支援する。

生活防災課

農業用施設整備“結”
支援事業

地域住民の協働活動の一環として、町内会が
行うＵ字溝敷設や農業用施設の修繕等に対
し、原材料支給及びバックホウ等の機械を貸与
し、農業用施設の保全活動を促進させる。

農林整備課
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基本施策№
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